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１ 議 事 日 程（第２日）

（平成１９年第３回有田川町議会定例会）

平成１９年９月１９日

午前９時００分開議

於 議 場

日程第１ 一般質問

２ 出席議員は次のとおりである（25名）

１番 尾 上 武 男 ２番 増 谷 憲

３番 堀 江 眞智子 ４番 亀 井 次 男

６番 細 東 正 明 ７番 田 中 良 知

８番 岡 省 吾 ９番 前  利 夫

10番 湊 正 剛 11番 佐々木 裕 哲

12番 森 本 明 13番 横 畑 龍 彦

14番 殿 井 堯 15番 浦 博 善

16番 林 道 種 17番 坂 上 東洋士

18番 楠 部 重 計 19番 新 家 弘

20番 西 弘 義 21番 中  正 門

22番 中 山 進 23番 竹 本 和 泰

24番 大 岡 憲 治 25番 橋 爪 弘 典

26番 森 谷 信 哉

３ 欠席議員は次のとおりである（１名）

５番 東 武 史

４ 遅刻議員は次のとおりである（なし）

５ 会議録署名議員

12番 森 本 明 16番 林 道 種
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６ 地方自治法第１２１条により説明のため出席した者の氏名（21名）

町 長 中 山 正 隆 副 町 長 山 﨑 博 司

清水行政局長 保 田 永一郎 会 計 課 長 浜 田 文 男

総 務 課 長 須佐見 政 人 企画財政課長 山 﨑 正 行

総合業務課長 高 垣 忠 由 消 防 長 片 畑 昌 宙

福 祉 課 長 東 敏 雄 環境衛生課長 河 島 一 昭

住 民 課 長 星 田 仁 志 税 務 課 長 赤 井 康 彦

建 設 課 長 中 西 一 雄 産 業 課 長 中 島 詳 裕

地籍調査課長 下 西 隆 雄 水 道 課 長 山 本 満寿典

下 水 道 課 長 中 井 勇 教 育 委 員 長 鈴 間 稔

教 育 長 楠 木 茂 学校教育課長 岩 本 良 憲

社会教育課長 平 内 竹 信

７ 職務のために議場に出席した事務局職員の職氏名（２名）

事 務 局 長 本 下 浩 久 書 記 池 尻 ひろ子
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平成１９年第３回定例会一般質問者及び項目表

通告順 議員名 質 問 項 目

１ 殿井 堯 ①パチンコ店の出入口の安全等について

②今後の町の進め方について

２ 佐々木裕哲 ①清水地区の県指定の伝統工芸品 保田紙の利用促進につ

いて

３ 森本 明 ①金屋分庁舎整備並びに周辺の浸水対策について

②立石、黒松の水計画について

４ 前利夫 ①道路整備対策について

②森林行政について

５ 大岡憲治 ①地上デジタルテレビ難視聴地域の解消について

②路線バスの運行について

６ 増谷 憲 ①災害対策について

②後期高齢者医療制度について

③藤並駅プラットホーム延長予算化等について

④清水地区のマイクロバスの更新について

７ 尾上武男 ①防災対策について

８ 坂上東洋士 ①道路整備の促進と現状について

９ 浦 博善 ①出張所の機能を強化すべきでないか

②国道４２４号線の有田川町～海南間のトンネルを含む抜

本的な整備促進を求める

③地籍調査の現状と今後の見通しを問う

10 湊 正剛 ①納税組合に対する還付奨励金について

11 堀江眞智子 ①公共施設の利用、貸出しについて

②防災無線について
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８ 議事の経過

開議 ９時３０分

○議長（亀井次男）

おはようございます。

５番、東武史君から欠席の届出がありましたので、ご報告します。

ただいまの出席議員は、２５人であります。

定足数に達しておりますので、本日の会議を開きます。

本日の日程は、お手元に配布のとおりであります。

…………… 日程第１ 一般質問 ……………

○議長（亀井次男）

日程第１、一般質問を行います。

配布のとおり、１１名の議員さんから通告をいただいておりますので、順次、

許可します。

…………… 通告順１番 １４番（殿井 堯） ……………

○議長（亀井次男）

１４番、殿井堯君の一般質問を許可します。

１４番、殿井君。

○１４番（殿井 堯）

ただいま、議長の許可を得ましたので、１４番議員、一般質問をさせていた

だきます。

今回の一般質問については、２つの要項を質問させていただきます。

まず、１番目に通学道路。我が町では、今現在、子どもの安全を守るために、

１日、区、町並びに老人クラブ、議会、消防、その他の関係者で、子どもの安

全を守ろうやないかということで１日出て、町、その他の団体が一生懸命にな

って、朝早くから子どもの通学道路の安全を願って、やってるわけなんですけ

ども。

皆さんご承知のとおり、この庁舎の前にパチンコ屋さんが来てますね。その

パチンコ屋さんに面した町メイン道路、この歩道には、タイルを敷き、ほかの

歩道とは違う条件を出して、ものすごいきれいになってますね。一応、メイン

道路ということなんで。最初、そこにパチンコ屋さんが来たときに まあパ

チンコ屋さんが来ること自体が反対でしたんですけども。来たときには、一応

その道路に関しての入り口、大きな字で「スクールゾーン」と書かれているの

は、これ行政の皆様方、町長並びに建設課長並びに副町長、これは皆ご存じの

とおり、書かれているのに、なおかつ今現在、そこの町道に面した入り口を開
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いています。最初の条件では、高瀬区としても、ここはスクールゾーンだから、

危険を及ぼすので、ここは開かないという条件でとめてますし、県への、その

開発許可においてでも、危険を及ぼすそこへは、法的にどうあれこうあれ、子

どもを守るために、そこの地点は開けない、こういうふうな条件で進んでいた

にも関わらず、議会並びに町行政、まして建設課、何にも知らない間に開けら

れていたと。

それで一応、これはどうなってるのかということで、町長並びに建設課へ言

うたんですけども、町行政としたら、この入り口に関してはやむを得ないと。

それはないでしょうと。やむを得ないから開けないと仕方ないんやと。まあ、

それはそれで一応、そういう法的なものであれば仕方ないですけどもね。

人情的に我々が日常やっている「子どもを守る日」という、その兼ね合いを

含めてね。教育委員会なんかは一生懸命やってくれてますね。ましてその教委

員会の委員長なんかは、朝、公務の前に青いジャンバーを着て、子どもを守ろ

うやないかと一生懸命やってるのに、前代未聞の、町が何も知らない間にその

町道からパチンコ屋への出入りを開放したと。そういう、でたらめなことあり

ますか。法的にどうあれこうあれ、人情的に子どもを守るのは、我々議員とし

て、町政としての義務があるということを忘れてませんか。

その１軒のパチンコ屋の利益のために、スクールゾーンであるあのゾーン、

また、町のメインストリートであるあの道に、入り口がなくても営業がやれて

いたんでしょう 最初のうちは それを町長自身 また建設課関係者一同が こ、 。 、 、「

こを開けられたら困るんや」と 「子どもを守りたいんや」と、そういう熱意で、

その行動を町自身が起こすべきと違いますか。それを無断で、町も知らん、何

にも知らない間に開けて通ってたんやと、そういうでたらめなことは、今この

世の中に通りますか。

そしたら、我々が一生懸命に、朝、学校登校前に子どもを守ろうとしている、

その行為は何なんですか。見せかけだけですか。そういうことじゃないでしょ、

一生懸命に区長を初め、その区の方々、消防署の方々、議会の方々が、そうい

うふうな参加でやっていることでしょ。それなのに、一風俗営業のためにここ

を開けさせてくれということを、町が全く知らない間に開けさせているという

ことに、ものすごい不快感を感じます、議員として。

町長自身、自分の家からこの町へ勤務に来ますね。毎日あそこの前を通って

る。たまには用事あって、よそへ行くこともあるでしょうが。通ってるのに、

わしゃ気づかん。建設課長どないですか。いや、わしも気づかなんだ、黙って

あいつらやったんや。それは法的にはどうこうない、それはもう仕方ないこと

やということで、そのまま今、開いてますね。でも、みんな考えてくださいよ。

情的に考えてください。スクールゾーンというのは、子どもが通学するゾーン
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で 「スクールゾーン」ってあのくらい大きな文字で書いてるんです。それなの、

に町行政は、何にも知らん、そういうふうなことで通りますか。情的に通りま

すか 何も悪いことをしてとめるんじゃない 何でも みんなが考えた上で あ。 。 、 、「

そこは危ないからやめましょう、危ないから通さんといてください」というこ

とは無理なことですか。あそこの入り口を開放せんと、このパチンコ屋さんは

営業できませんか。

現実、最初オープンしたときには、あれは完全にふさがれていましたね。そ

の県への許可も、網としてやるということでやってますね。それなのに今現在、

それを覆すということは、どういう意図で覆したのか。また、覆された以上は、

町としては、法的にどうあれこうあれ、子どもを守りたいという、本当に信念

あるんでしたら 「ちょっと待ってくださいよ。あんたとこ、県の方から２カ所、

入り口を許可してもろうて、オープンして入ってもろうてますやろ。それにな

おかつ、この通学道路の部分に入り口がほしいですか。これは危険を及ぼすの

で、何とかとどまっていただけませんか」と、みんなが、町全体、議員全体が、

みんなでそう願うのは、当たり前と違いますか。議員も何にも知らん、行政も

何にも知らん、こんな自堕落なこと、ないでしょ。

だから今後、どのような方針をもって町がそれに対して臨んでもらえるのか、

その見解。また、今後、今現在開いている地点、教育委員会としても、どのよ

うな安全策を講じてもらえるのか。まず、この１点をお聞きしたい。

次に２番目の質問ですけども。これは再三、同僚の議員からも質問内容出て

いますけども。

現在、有田川町としては、たいへん危機に見舞われています。もう有田市と

かわらない。もう赤、信号で言うたら赤、全く真っ赤ですね。このまま進めば、

再建団体もやむを得ない。それを阻止するために、一生懸命、職員さんがやっ

てくれているということもわかります。でも、今現在の状態で、全くぬるま湯

へつかっている状態で何をしますか。何をしようとしてますか。補正が上がれ

ば、ここが悪い、町の指定管理へ入っているここも悪い、町営の温泉のここも

悪い。それを全部全部、議会へ上がってきて、議員さんがね 「そらしょうがな、

いな、上がってきたんやったらしょうがないな」という格好で今進んでいます

ね。

でも、もうそういう時期じゃないでしょ、今は。上から見て、屋根だけ見え

て、中身は何もわからんと。パーンとその屋根を輪切りにした場合、中身が見

えると 「ああ、こらあかんわ」と 「何とかせな、いかんわ」と。何もかも切。 。

り捨てよと言うてるんじゃない。方法を考えて真剣にやる時期と違いますか、

今。我々議員もそうでしょ。

例え町営の温泉であっても、今現在、補正で樽風呂みたいなの上がってます
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ね。その樽風呂を補修するのに１００万ほど要る、当然上がってきてますけど

も。その樽風呂に１００万投じて、投じた分が戻ってきますか。それはやりっ

ぱなしということで、現実にその樽風呂へもと入れてね、町営に反映する、そ

の営業方針というのを持っていますか。

まして、また清水の温泉を改修する、何を改修する、ということばっかりで、

何で、どうしてこうする。これは輪切りにして、ちゃんと中身を見て、中身が

もうがらがらやと、どうもこうもならんというふうな格好であれば、町も、今

この時期に表へ出て、これはこうや、これはこうや、というはっきりした結論

で、はっきりした進路を見出さん限り、なあなあでやっていたら、最後になっ

てどうもこうもならん。どうしたらどうなるっていうことを、今現在、我々は

本当に真剣になって考えないと手遅れになりますよ、はっきり言うて。我々議

員も、まあ僕もそうなんです。我々議員へ上がってくる、上がってきたら、こ

れ、やむを得んまま通過さす。やっぱり、これはあかん、これはもうどうしよ

うもないやないかというとこは表へ出して、議員一丸となって、また町政一丸

となって、ほんまに真剣に考えて、今後の歩む道を、間違わないように、我々

議員としても最高の機関、チェック機関でありますから、それを堂々と表へ出

して、これはもうあかんやないかということを言えるような、我々の仕組み。

またこれが町当局として 「こいつはあかん、あかんけど仕方ないなあ。雇用問、

題もある、何もある」そういう考えは、もう過去。今、これからは、それはも

うタブーと違いますか。

だから、そこらを考えて、決断のほどを、関係者、行政、町長を初めその担

当者の率直なご意見を承る、率直な回答をいただくということで、１回目の質

問を終わらせてもらいます。

○議長（亀井次男）

町長、中山君。

○町長（中山正隆）

殿井議員さんの質問にお答えをしたいと思います。

まず、通学道路の方からのパチンコ店への出入口については、できた当初、

高瀬の区にもお願いをして、ここは通学道路であるので、ここを開けるのをや

めてほしいと、区の条件を出してもらっていました。ところがその後、区の総

集会のもとに、その項目ははずそうやないか、という決定がなされまして、開

けるということを聞きまして、実は社長さんに町長室へお越しをいただきまし

た。こういう事情があるので、開けるのについては考慮してもらえないかとい

う話をさせていただいたんですけども、あそこには３００台ぐらいのスペース

がありまして、非常に多くの車が、現在２カ所から出入りをしています。そう

いったこともありまして、どうしても、もう１カ所開けたいんだということで、
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今開けているわけであります。

殿井議員さんおっしゃるとおり、開けるについては、事前に町にも一度も言

うてこなかったということがあります。そしてもう１つ、この開けるのについ

て、若干、歩道を、歩道というかさぶたを１枚、２枚、多くかけて、それを広

げたという経緯が見つかりまして、早速役場の方から、このことについては早

急に現状に回復するようにということで今、命令を出しています。それに基づ

いて会社の方も、早急に現状に復帰するということで、間もなく工事にかかる

と聞いてます。

議員おっしゃるとおり、やっぱり子どもの安全というのが最優先課題であり

ますので、現在もガードマン、これもう、朝から晩まで開けるのと同時に１名

の方がついています。子どもの安全、あるいは交通事故に対しては、今後も万

全を期すように、現在も会社に申しつけているところであります。

それからもう１つ、町営の施設、あるいは指定管理者の施設について、非常

に手厳しい意見であります。なるほど、指定管理者のところ、あるいは町直営

の明恵峡温泉については、一刻の猶予もならない状態にきてます。

ところが、この指定管理者の指定については、常に管理者において適正に管

理を現在お願いをしているところで、議員もご承知のとおり、業務審査委員会

において、各施設の事業報告をいただいて、適正な運営に関して助言と指導を

いただいているところであります。今年度より各施設の担当職員、担当課長、

審査委員による事業評価シートを作成して、指定管理者制度の適正かつ効率的

な運用に努めておりますが、一部には経営状況がたいへん厳しい施設もありま

す。こういった施設については現在、専門家にお入りをいただいて、経営指導

を行っているところであります。従業員の意識も現在徐々に変わりつつあるん

かなと、たいへん喜んでおります。

また、明恵峡温泉についても、この厳しい財政状況の中、効率的な経営を目

指して、収益力の向上に努めていただいておりますけれども、やっぱり温泉に

ついては、新しく多くのところにできる関係上、非常に客数が減っております。

今後、明恵峡温泉にも専門家にお入りをいただいて、十二分に検討を行ってま

いりたいと思います。

まあ、いろんな問題ありますけれども、やっぱり公共施設は、一般の企業と

違って、ある程度赤字もやむを得ないんかなと。利益ばっかりの追求では、公

共事業としては成り立っていかないんかなということで。そのために努力しな

いということは決してありませんので、今後も常に努力をしていきたいと思っ

ています。

それから、町財政真っ赤っかという議員さんのご指摘でありますけれども、

我々はそうは思っておりません。ただ、真っ青かと言えばそうではなくして、
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黄信号が点滅しかけたんかなというような状況であります。真っ赤っかという

ことはありません。今後、鋭意みんなで工夫すれば、この厳しい財政状況は乗

り切れると考えております。

○議長（亀井次男）

教育長、楠木君。

○教育長（楠木 茂）

殿井議員さんにお答えをいたします。

パチンコ店の出入口の安全対策ということでございますが。

まず、児童・生徒の登校時、登校時は時間的にこれは問題がないと、そうい

うふうに思っております。下校時ですね、やはり２時半から５時ぐらいまでの

間、あそこを自動車が通りますので、この辺が注意しなければならない。その

中で、私ども、人数を今調査中でございますが、関係地域、高瀬・土生、中学

校で言いますと、吉見も入ってこようかと思います。その辺で何人通るか今調

査中でございますが、約４０名ぐらいではないなかと、そういうふうな数をつ

かんでおるわけでございます。

まず、安全対策といたしまして、少年センターのパトロール、これは毎下校

時やっておりますが、その辺をちょっと強化いたしまして、パトロールを頻繁

にやっていきたいなと。そしてまた、教育委員会の職員も、空いている職員が

ございましたら、パトロールの強化をしていきたいなと、そういうふうに対策

を練っておるわけでございます。

以上でございます。

○議長（亀井次男）

１４番、殿井君。

○１４番（殿井 堯）

２回目の質問に入らせていただきます。

まず、通学道路の件ですが、今、町長さんのご答弁の中に、パチンコ屋の店

主が町長室に来て話をしたとありましたね。その、話をしたということは、あ

そこを開けさせてほしいという話ですか。そういう関連の話と僕は受けます。

そして、問題あるのは、これはまず町長云々より担当の課長、建設課ですね、

担当課は。建設課長に対して、あそこ開いているやないかと。なぜ僕それを言

うかというと、開発当時に、あそこを開発するのに、あの歩道を越えて開発し

ていたと。ところが、鉄板を敷いて、やっていたと。雨のときに、その上を子

どもが通るのにすべったと、自転車がすべりこけたということがあるので、開

発当時にまず１点、それをクレームつけたわけです。県から呼び、建設課の２

人を呼び、また教育委員長立ち会いのもとでも、それを調べたわけです 「あ、。

わかりました」と 「それへはグリーンシートを敷きましょう」と 「その対策、 、
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についても、ガードマンも立ててやりましょう」と。２日か３日ですね、それ

続いたのは。まあ、それはそれでいいです。業者というのはそういうもんでし

ょう。でもね、それについて建設課から 「これは今現在、開発するために通ら、

せてるんですね」と言うたら 「そうです」と 「ほいや、ここへは、入り口は、 。

つけませんね」と建設課へ聞いた。ほいたら、県の人も 「要するに開発許可の、

ときは通れません。これが完成したときには、ここへは絶対に入り口はつけま

せん」と断言しましたね、建設課は。現実に、この県への申請許可ですね、開

発のね。このときに、ここへは入り口は一切ございませんね。ここの県道に関

しては、２カ所ありますね。これで一応パチンコ屋さんも納得したわけですね。

それでオープンしたわけでしょう。それが喉元過ぎれば、乾かないうちに、も

う既に町に対しても何の許可もなしに、建設課に対しても何の許可もなしに、

我が勝手に開けていますね 「おい、あれ開いてるぞ」と建設課へクレームつけ。

たときには 「いや、わしら知らなんだ、建設課へ何も言うてくれてない」法的、

にどうあれ、町道ですよ。まして、最初冒頭に言うたようにメイン通り、高い

金払ってタイル貼っていますね。美しいタイル貼ってやってます。それがメイ

ン通りに力入っている証拠なんです。普通の歩道とは違いますね、アスファル

トの。タイル貼ってやっています。

農作業する人は、みかん採ったり、消毒したり、１台か２台の車で、１年に

何回ぐらいか出入りするぐらいのもんですね。今、１日に何百台やってますよ、

１日でね。そのために、町の公共物を破損した場合には、誰が責任取って、ど

ういうふうな対処しますかって建設課へ言うたら 「いや、わしらそんなん何も、

決めてない」と 「わしゃ知らん」という回答しか返ってきてませんね。それ自、

体、町自身が、あそこへ通学道路のところへパチンコ屋へ車の出入りされたら

困るっていう認識はまったくないということですね。ええやないか、別にパチ

ンコ屋へ入るん。便利な人もあるでしょう、そら、パチンコ屋へ入るのに。そ

んなもんと子どもの安全と引きかえにできますか。られませんね。だから、最

初のとおり、高瀬は反対してくれました、区長さんがね。この１１項目の契約、

パチンコ屋と結んで。ここはスクールゾーンやから、ここは開けんといてくだ

さいということで誓約結んでくれた、その高瀬の区が、今度は、賛成やと。い

かにも、賛成するのを町行政は待っていたんと違いますか。そんなことないで

すね、いくら何でも。そういうことであればね、これはもう大問題ですね。

それと、今、法的にはどうあれこうあれ、一番ネックはね、町自身、あんた

方自身が、ここへ車の出入りは危険だからやめてくださいと、ほんまにそう思

うんでしたらね、止められます。それは、あんた方が一番よくご存じでしょう。

これ、公共物破損ですね。現実に建設課へ何の許可もなしにサンダーカット

で切って、公共物を破損して、さぶたを２枚かけてますね。これは建設課がま
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ったく知らない間に、許可も何もなしにやったっていうことは、皆認識してま

すね。それですぐ指導に入りましたね。何の指導に入ったんですか。現実に建

設課、町全体でこれを止めようとしたら、このときに公共物破損で訴えること

もできますね。違いますか。完全に破損してますやろ、これ。これ、許可なし

にやっているでしょ。違いますか。建設課長も現場へ行って、建設課の若い子

も何人も現場へ行って、これせっついてますね。それは、僕らが意見を出して

から行動しましたね。そしたら、あの開けているのを、仮に建設課、町の誰も

知らなんだ、見て見ぬふりして通ってたわけですか。そうじゃないでしょう。

「あ、ここへ入り口できてるな」と。現実に業者側は、最初からあそこへ入り

口を欲しいために、開発するときから、もう既に「Ｐ」って書いた看板をあそ

こへ立ててますね。もう、それを予期してたわけでしょう。本当にあんた方が

あの入り口を止めに行こうと思えば、公共物破損で訴えてくださいよ。完全に

破損してます。子どもを守ろうという本当の気持ちがあるんやったら、ここま

でやってください。やれない理由はないでしょう、現実に破損してるんやから。

そのやる気があるか、ないかです。子どもの本当の安全を守るんやったら、こ

ういうときこそ町行政が一丸となって 「ちょっと待ってくれ」と 「あんた方、 、

がやってることは違法や」と、まして「ここはスクールゾーンや」ということ

をなぜやらないんですか、そこまで。やる気がないから、やれないんでしょう。

だから、そこまで一応やってください。これは歴然たる証拠で、建設課も入

って、建設課も３人も４人も行って、経営者と話もしてますね。だからやれる

はずでしょう 「止めずに、もし、あそこで事故が起こったら、どうしますか」。

ということに対しては、事故起こした者が悪いと。被害者と加害者と話し合っ

てやってくれたらええやないかと。そんなばかげたことはないです。

何のために我々は一生懸命子どもの安全 「子どもを守る日」とこしらえて、、

わざわざやってるんですか。それだけ町に熱意があって、町長自身も青いジャ

ンパー着て、我々議員も青いジャンパー着て、各角へ立っているでしょう。そ

こまでやってるのに、何でこれをやらないんですか。やれますやろ、法的に向

こうは違反してるのは事実ですから。そこらは、担当の課長の答弁を、どうい

うふうにして、どういうふうにやるか、町と町長とが相談して、町がどういう

ふうな罰を与えるか。当然でしょう、法律違反してるんやから。これは譲れま

せん。これを譲って万が一事故起こったら、町当局の責任を問われます。

それと、あれを頻繁に出入りして歩道が壊れますね。多分壊れますわ。その

、 。「 」 。ときに どこが責任持って補修するのか まだ決めてない 担当課でいわくね

「これは誰が責任持つんですか」と聞くと 「もちろん、出入りさせている業者、

が責任もってしてくれる」と 「それは、ちゃんと契約で結んでいますか」と言。

えば 「そんなことはわからん、半分半分や 、こういうね、曖昧なことではい、 」
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けません。これをどういう方向に向かって、罰を与える、何を与えるというよ

りも、あそこを塞いでやるという目的でやるのか、それとも、その公共物破損

の部分だけを取り上げてやるのか、これはどっちか。そこまでやらんと、子ど

もの安全は守れません。そんなもの上っ面ばっかりで、安全守ります、やれ何

します、それは上っ面だけ。ほんまの心の中から、あのスクールゾーンに対し

て、あのままじゃいかん、何とかしょうら、もし将来、子どもが危ない目にあ

ったらどうするんですかという、その心意気がありますか、町当局に。ただ法

的にどうやのっていうだけの処理じゃなく、まずそこの見解。担当の課長にお

いても、町長においても、どこまで防ぐ気持ちがあるのか。ただ公共物破損し

ただけで、この公共物を直せばええわ、それだけで終わってしまうのか。あの

入り口はもう、あのままなのか。ということを明確にお答えしていただきたい。

どういう方向でやるのか。

それともう１つ、町行政は黄色ですか。赤と違いますか。誰が見ても赤と思

いませんか。これ、黄色というふうなことで進むんでしたら、まず完全にアウ

トになりますよ。現実に、そのプロの人が来て、この間、春先ですか、きび会

館で説明したとき、有田川町はどういう色ですか、有田川町はどうですか、有

田市はどうですか、湯浅町はどうですかと言うたとき、有田川町は黄色と言い

ましたか。言ってないと思います。まず、もう赤に突入してます。議員諸君み

んなが、今黄色と思っていたら大きな間違いですね。議員はもう把握してます。

町の行政、課長さん全部が黄色と思っていますか。それは思ってないと思いま

す。そこらも明確にしてもらいたい。

だから、今後どうするかって、もう、どうのこうのという問題じゃなしに、

どういうふうに進むという具体的な案がなければ、なんぼ質問しても、これは

その場その場の回答で終わってしまいます。今後どうするかという、ある程度

のけじめのつけた回答をお願いします。

２回目の質問を終わります。

○議長（亀井次男）

町長、中山君。

○町長（中山正隆）

まず、第１問目のパチンコの問題ですけれども、社長さんは、開けさせてほ

しいということで私の所へ来たのではなくして、開けるために高瀬区にお願い

に行っているというニュースを聞きまして、早速社長さんを呼んで、できれば

開けないでほしいというお願いをさせていただきました。その間、顧問弁護士

とも相談をいろいろしましたけれども、出入口については、歩道があるから、

通学道路であるから止めるということはいかない、というような回答も得てい

ます。ただ、有田川町は、企業をこれからもどんどんと誘致をしたいと考えて
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ます。そういった中で、歩道については、全部とめるのかと言えば、これも不

可能なことだと思いますので、その点はご理解をいただきたいと思います。

それから、もちろん歩道の上を通って、車が何十台も１日に出入りするわけ

でありますから、タイルについても壊れることがあると思います。その場合は

もちろん、業者に復旧をお願いをしたいと思っています。

先ほども申し上げたとおり、議員ご指摘のとおり、あそこを開けることにつ

いては、本当にまったく、町に無断で、さぶたを２枚増やす工事をやってまし

た。我々も気づかなかったということは大いに反省してますけれども、この点

についても、業者に断固とした態度で、早急に直せということで、間もなく直

してくれると思っています。

それと、赤と黄の問題ですけれども、真っ赤っかと言えば、ほんまにもう、

行政としては再建団体、これはもう国に非常な規制がかかります。非常にあつ

い３段階に分けて、まず真っ赤っかになれば、もう最高の規制をかけられるわ

けですけれども、今はそういう状態に陥っていません。その中で、いろんな事

業も今展開しているわけでありまして、黄色信号が点滅しているということに

ついては、間違いなくそういう状態になっていますので、今後いろんな財政状

況を勘案しながら、財政状況と見合わせながら、今後町運営をしていかなけれ

ばならないということで、その点については深く肝に命じております。このこ

とについても、議員さんともども、今後ひとつ協力よろしくお願いしたいと思

います。

○議長（亀井次男）

建設課長、中西君。

○建設課長（中西一雄）

殿井議員さんのご質問にお答えします。

ご指摘いただきましたことについては、我々も反省するべき点がたくさんあ

ると思います。ご指摘いただくまで気がつかなかったという点でございます。

また、現状を見れば、３００台以上の駐車スペースがあり、時間帯によっては

出入りする車はたいへん多いと思います。また、現状は歩道を横断して出入り

する状況にあり、歩行者優先は当然のことですが、ここは通学道路でもあり、

時間帯によっては、歩行者、自転車の通行も多く、この通行の安全確保は最優

先であると考えております。

また、先ほど町長からもご答弁がございましたが、我々はこのようなことを

考え、事業者において、今現在、出入口に警備員が交通整理のために配置され

ております。歩行者の安全と今後、交通事故のために対策をされていると思い

ますが、そこにおいても歩行者安全の確保と交通事故防止に万全を期すように

事業者に対して申し入れを行っていきたいと思っております。
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また、ご指摘いただきました町道からの入り口について、歩道の側溝コンク

リートを、町への事前協議なく無断でカットし、コンクリート専用蓋を２枚設

置したことに対し、すぐ、議員からご指摘いただいた夜、抗議をするとともに、

その後、書面をもって事業者に抗議をしたところでございます。それから事業

者より、その後、道路施工承認申請、また側溝現状回復方法協議、道路使用許

可申請がすぐに提出され、工事承認に当たりましては、一般条件のほか、この

時間帯は工事しないこと、あるいは工事施工に関しての安全対策等の条件につ

いて話し合いをしました。

道路使用については、現在、警察署の方へ提出をいたしております。きょう、

あすには、許可が下りるものと思いますので、そのときは連絡いただいて、立

会いの上すぐに現場を確認し、工事に着手するよう指示いたしております。法

的にはどうあったとしても、議員ご指摘のとおり、歩行者の安全、子どもの安

全というのは当然のことでございますので、精一杯そういう面に関しまして万

全を期すよう、事業者と話し合いをしていきたいと思います。

それから、開発指導要綱のことでございますが、開発審査のときには、確か

に議員のおっしゃられたとおり、町道からの出入口はございませんでした。そ

の後、変更されたことと思いますが、それについても連絡がない状況がありま

す。それについては、法的には問題はないわけでございますが、法的にはどう

あれ、歩行者の安全、また子どもの安全、自転車の安全ということは、最優先

されるべきものと考えておりますので、今後も指導要綱の開発審査のときに、

あらゆる変更についても事前に協議し、町長の指示を仰ぐような状況をつくっ

ていきたいと考えております。

以上でございます。

○議長（亀井次男）

１４番、殿井君。

○１４番（殿井 堯）

残念ながら、最後の質問になりましたけども。

まあ、こういうことでね、町行政の意気込みを聞いてるんです。どうやって、

どうやって、こうやってって、それは回答です。この入り口に対しても、強硬

たる姿勢、また法的にも行政の公共物破損というのは、はっきりしてるんだか

ら、これについても、どうする、こうするという回答、もうこれ、やって長い

んですよ。その回答を求めてるんです、議員は。今後どういうふうな姿勢で入

り口を、これを阻止したい、安全のために阻止したい。

また、ここの通学道路だけと違いますよ。松源からも曲がってくる車が多い

ですね。そうでしょ。パチンコ屋へ行くのに、今までこっちへ曲がってきたの

が、松源の方から入ってきますね。松源の方から入ってくるということは、中
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学、完全にかかりますね。この間の安全対策、パチンコ屋はパチンコ屋の周辺

だけで、ここ子どもの通学道路になってます、危ないですよ。ガードマン置い

てますよ。そういうことじゃないんです。スパンをもっと広げてください。中

学生ならば自転車、そうでしょ。やっぱり、それだけの車が、何百台の車が駐

車場目がけて入ってくるんだから、そこらのことも考慮せんと。そんなもの入

り口だけガードマン立たせてます、安全対策してますじゃ、なりません。あの

入り口がなかったら営業できないということないでしょ。県道に２カ所とって

ます。だから、オープン当時は区が反対したんで、あそこ開けてませんね。そ

れでもその状態で今までやってこられたんでしょ。これは、パチンコ屋さん側

のエゴでしょ。ここも開けてもらったら、客が世話ないんやと、便利やさかい

開けてほしいというのはエゴでしょ、ね。それによって松源から歩いてくる中

学生、そして通学道路の小学生、全部の人を危険に巻き込んでいるということ

ですよ。だから今、小手先の答えを求めてるんじゃないんです。これだけ法律

的にも違反しているんやから、これを巻き込んで、町当局としたら毅然な態度

でこの入り口を阻止する気持ちがあるのかどうかを確かめてるんですよ。

町当局の今の回答であれば、この入り口はやむを得ませんと。安全は安全で

すけども、各企業が来たら歩道を全部とめるのかと町長の答弁ありましたけど、

そんなこと誰も言うてません。今現在やってるこの場所を言うてる。メイン通

りです。町が力を入れている道路です。そこへ「スクールゾーン」とああいう

大きな字で書かれている以上は、子どもの一番安全を守るのは、町の義務でし

ょ。どうしてもあれに入り口が欲しいという人は、全部の区民、町当局の人、

望んでますか。議員さんはそれを望んでいますか。そんなことないでしょ。

町長にも、孫も子もあるでしょう。建設課長にも子どもがいてるでしょう。

だから、子どもの安全を守るために、どうしてもあそこの入り口は危ないと思

ったら、やっぱり塞いでもらうのは、一番 常套 手段と違いますか。人間とした
じょうとう

ら、そう思います。法的にいくんだったら、これ仮に僕自身が今、公共物破損

であのパチンコ屋を訴えたら仮処分で止まりますよ。絶対に止まります。弁護

士さんに相談して話を聞いたというぐらいだったら、この件どうですか、仮処

分で止まりますか。公共物破損やって、何してる、勝手にやってる、許可なし

にやってる、ということを申し入れれば止まります、必ず。でも、町としたら、

それを阻止する気持ちで前向きに考えてないっていう返答にとれます。

再度要求します。止めようとして行動を起こすのか 「いや、もう仕方ないん、

や。そのまま目をつぶってやな仕方ないんや」という意向、この決意だけをお

伺いします。

それと、あそこだけじゃないです。あそこに関係した道路、松源からずっと

そうです。わかってますやろ。だから、それを目的に来る車と万が一接触事故
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を起こしたら、これはもう事故が悪いんやと、起こした者と被害者と話せえと、

町は関係ない、それで済まされる問題ですか。そこのところを明確に答弁をい

ただきたい。

それと、黄色ですというのなら、黄色で結構です。でも注意せんと、もう、

そういう余裕のないように思います。まあ、僕らでも、どこかの道を舗装して

もらわなあかん、ここらの道を舗装してもらわなあかんって無理難題も町へ言

うていくときもあります。それは各区、町の安全を思って、あそこの舗装は穴

あいてるとかということは言うていきます。でも、今防げる問題を言うてるん

です、僕は。そういう公共物に対して、指定管理に対してでも、赤にならん間

に、赤になってからっていうことじゃなしに、もう赤の状態と同じ時期に入っ

ているということです。現実にプロが見ても、そういうふうな答え出してます

やん。だから、そこらを考えて、今後対処していってもらいたいと。もう最後

の質問になりましたけども、その点を明確にご返答いただきたいと思います。

以上をもって質問を終わります。

○議長（亀井次男）

町長、中山君。

○町長（中山正隆）

殿井議員さんのご質問にお答えしたいと思います。

公共物を壊したことについては、全く我々も遺憾に思っています。このこと

については、厳重に既にもう文書で注意を出して、早急に元通りに復旧させる

ということで、会社側とも話がついています。

ただ、この入り口については、法的に訴えて止めるというようなことは考え

てません。先ほど申し上げたように、この有田川町、まだまだ企業が来ていた

だきたいという気持ちでいっぱいでありまして、企業が来ることによって車も

通行量も非常に増えるのでありますけれども、やっぱり町のことを考えれば、

今後もどんどんと企業誘致にも努めていきたいと思っています。

それからもう１点、指定管理者施設、あるいは明恵峡温泉についても、今後

厳しく改善を求めていきたい。それでなおさら、これではどうにもいかないと

いうのであれば、今後閉める方向でも、あるいは民間に委託をする方向でも考

えざるを得ないんかなと考えてます。

ただ、冒頭に申し上げたとおり、公共というのは、ただ利益が出ないから即

閉めるというような性質でもありません。一企業であればですね、赤字であれ

ば、もちろん倒産もするやろうし、即閉めるという状態になっていくんだと思

いますけれども、公共というのは、営利目的ばっかり追求するわけにもいきま

せん。ただ、議員おっしゃるとおり、それじゃ、なあなあとやったらええんか

と、そういう考えは毛頭持っていませんで、今後も指定管理施設の管理者につ
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いても、厳しく指導していきたいと思っています。

○議長（亀井次男）

以上で、殿井君の一般質問を終わります。

…………… 通告順２番 １１番（佐々木裕哲） ……………

○議長（亀井次男）

続いて、１１番、佐々木裕哲君の一般質問を許可いたします。

１１番、佐々木君。

○１１番（佐々木裕哲）

議長の許可を得ましたので、私から質問させていただきます。

私からの質問は、清水地区の県指定伝統工芸品保田紙の利用促進について、

町長及び教育長の考えをお聞きしたいと思います。

清水地区の皆さんは、私から申し上げるよりも、十分、保田紙のことについ

てはご存じだと思いますが。この保田紙は、今から３５０年前、紀州藩主が地

域の産業振興面から、藩内で一番若い大庄屋である山保田の笠松佐太夫に命じ、

吉野から製法を学び、村人に紙すきを広めたものと文献では書いております。

一時、約４００軒も紙すき屋があったと言われます。保田紙は主に和傘に使わ

れたが、傘も洋傘へと変わり需要が激減、絶滅の危機に面していたが、地域伝

統文化を残そうとお年寄りらが中心に保存に立ち上がり、今日、脚光も浴び、

遠く他府県からも保田紙の製法を見たい、一度自分の手で紙すきをしてみたい

と、大人や子どもたちが訪れています。また昭和６３年、県の伝統工芸品にも

指定され、清水地区の高齢者生活活動センターで働く約２０名の方々が伝統を

守ると同時に、この保田紙を全国に広めようと、懸命に取り組んでいます。

私も合併時この話を聞き、まず有田川町でこの保田紙を利用する方法はない

ものかといろいろ考えていたところ、小中学校の卒業証書にはどうかなと思い、

聞いてみますと、旧清水町から現在に至るまで、清水地区の小中学校で使用さ

れているよということです。これを聞いた私は、当時、卒業証書に和紙を使う

ということに対し、コスト面で議論もあったと思いますが、よく取り上げたと

思います。これが地域伝統文化を守る姿勢なのです。清水地区だけでなく、町

内すべての小中学校で使用してほしいと申し入れているが、現実になってきま

せん。コストが西洋紙に比べ高くつくのが原因というが、地域振興伝統工芸品

の利用促進面からみれば、コストだけで済むことではないと思います。

今、有田川町内の小中学校合わせて卒業生は約６００名、この保田紙でつく

った場合、印刷も含め１枚約２００円と聞いております。全部小中学校で使っ

たとしても、予算は１２万円。この１２万円の経費を高いとみるか、それとも

保田紙でつくった工芸品の卒業証書を安いとみるかだと思うんです。私は今後、
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有田郡内、そして和歌山県へと輪を広げていったらどうかと思います。県も地

域振興、まして県指定の工芸品であれば、考えないわけにもいかないと思いま

す。そのためにも、まず地元からと私はそう思います。町長も教育長も私以上

に、このことについては十分考えられていると思いますが、お二人の考えをお

聞きしたいと思います。

これが今現在、清水地区で使われております小中学生の卒業生に贈っている

卒業証書の見本でございます。これは、コピーしてきましたので、ちょっと色

が違いますけども、これが今現在の和紙でつくっております、それをまず町内

の卒業生に渡してやったらなあと思います。

１回目の質問は、これで終わります。

○議長（亀井次男）

町長、中山君。

○町長（中山正隆）

佐々木議員の質問にお答えをしたいと思います。

保田紙については、私もよく存じてまして、非常にすばらしい紙だと思って

います。議員ご指摘のとおり、保田紙のみならず、地元の産品というのは地元

で消費することも大事でありますし、また町外全域へ、これを宣伝するという

ことも非常に大事なことであると思っています。保田紙につきましても、近々、

京都御所に置いてやろうということで、今その作業中であります。これからも、

このすばらしい保田紙、地元だけじゃなくして、そういった意味で、できれば

全国にでも発信をしていきたいと思っています。

実は去年、紀子さんのところへ、もち米とみかんと持っていったんですけれ

ども、その包装紙にも保田紙、これ地元の有名な紙ですということで上へかけ

て持って行った経緯あります。

議員ご指摘の小中学校の卒業証書については、これは２００円、普通の紙で

つくっても、ある程度お金がかかるので、コスト的には恐らく１２万円もかか

らないと思います。そのことについては、学校教育課でいろんな検討もしてく

れていますと思うので、詳細については教育長の方から答弁をさせたいと思い

ます。

○議長（亀井次男）

教育長、楠木君。

○教育長（楠木 茂）

佐々木議員にお答えを申し上げます。

さて、県指定の伝統工芸品であります保田紙についてでございます。

現在、議員ご指摘のとおり、清水地区の３中学校、６小学校でこれを使用を

しておるわけでございます。これは、昭和５４年にできた高齢者生産活動セン
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ターで、十数年来途絶えておりました技術を復活して、保田紙の生産活動を開

始し、昭和６３年の郷土伝統工芸品の指定を受け、現在に至っておるわけでご

ざいます。その間、各学校の児童・生徒が和紙づくり体験や歴史の勉強に励み、

当時の清水町では各学校での卒業記念と保田紙の卒業証書を作成、現在に至っ

ておるわけでございます。

さて、現在、教育委員会といたしまして、この保田紙をどう伝えていくかと

いうことで、平成２０年から使用する社会科の副読本を今作成中でございます。

これは有田川町の郷土の偉人あるいは名勝、町内の歴史、いろんなものの成り

立ちを網羅してつくった読本でございます。これ、もうじきにでき上がります。

でき上がりましたら、また議員の皆様方、関係各位へお配りをしたい、そうい

うふうに思っております。小学校３～４年の対象の社会科の副読本でございま

す。もうじき、でき上がると思いますので、よろしくお願いいたします。

また、体験事業といたしまして、社会教育分野での子ども会や各グループで

の和紙づくりの体験、歴史について学んでいるところでもあります。まだまだ、

これは少数でありまして、今後規模をどんどん拡大をしていきたいなと、そう

いうふうに思ってございます。

この卒業証書の問題でございますが、昨年からの起案でございます、昨年も

校長会でいろんな方向から検討をいたしました。あの紙、巻くことはできない

んです。折ることもできない。だから、プラスチックのケースへ入れなければ

ならない。そのプラスチックのケースが非常に高価ということで、そういう面

もございまして、いろんな面がございます。また、学校特有の伝統というのも

ございまして、統一するということになりますと、少し困難があるかなという

こともございますが、これはもう町の方針として持っていきたいなと、そうい

うふうに考えてございます。

ソフト部門の学習も大事でございますので、いろんな歴史を学んで、それか

らもしようということも考えてございます。

とにかく、前向きに検討していきたい、そういうように思ってございます。

以上でございます。

○議長（亀井次男）

１１番、佐々木君。

○１１番（佐々木裕哲）

今、私の質問に対しまして、町長及び教育長が前向きに取り組んでやろうと

いうことでございますので。これを今日も関係者が傍聴に来てくれております

けれども、恐らく、紙すきに携わってくださる方々が何よりも喜んでくれるん

ではないかと思っております。

町長にも言いたいわけなんですけども、経費節減も大事です。しかし、生き
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た金、特に地域振興に使うのであれば、私はそれもよかろうかと思います。保

田紙を利用することにより、和紙づくりに携わっている方々が、町内すべての

卒業証書という記念品に使われれば、ただ売り上げが増加するということでな

く、それ以上のものを感じ取っていただけると思います。経費節減については、

各部門で見直しもやらなければならないし、現在もやっております。現に年間

何千万という軽減効果も出てきております。節減は節減、使うところは使う、

というメリハリをつけて、今後も進んでいきたいと思います。

それと今、教育長が話されておりました紙すきの体験なんですけども、これ

もできれば校外学習して、子どもたちに一度、紙すきを体験させてやっていた

だきたいと思います。というのは、紙をつくるのに、コウゾ刈りから製品のな

った紙折りまで約１５の工程をやらなければなりません。寒中に、あのコウゾ

の皮をはぎ、いろんな作業をやって１枚の紙になるわけなんです。これらも学

習させることによって、物の大切さというのを子どもにもわからせてやれるん

じゃないかと思います。

そういうことで、できるだけ、こんな小さなことであっても、ひとつ真剣に

取り組んでやっていただきたいと思います。よろしくお願いいたします。

もう、答弁は結構です。

○議長（亀井次男）

以上で、佐々木君の一般質問を終わります。

…………… 通告順３番 １２番（森本 明） ……………

○議長（亀井次男）

続いて、１２番、森本明君の一般質問を許可いたします。

１２番、森本明君。

○１２番（森本 明）

議長のお許しを得ましたので、私の一般質問をさせていただきます。

きょうはまた、多くの皆さんに傍聴に来ていただいている中に、私の先輩で

ある２人の議員さんもおりますので、緊張気味でございますので、ちょっとと

ちるかもわかりませんので、ひとつよろしくお願いいたします。

私の一般質問は、金屋分庁舎の整備並びに周辺の浸水対策についてでござい

ます。

まず最初に、庁舎整備について。昭和４５年建設の現庁舎は、約４０年の使

用で老朽化が著しく、清水行政局、有田川本庁舎とは比較するのは、到底無理

な話でございますが、そもそも、今のままでは、近く起こると予言されている

地震に対応する基準には到底及ばないことは周知のことと思います。災害が起

こったときの金屋地域災害本部の設置場所になるところが壊れてしまっては、
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どうにもなりません。合併から１０年までに新庁舎建設を考えるとなっている

が、私の個人的な考えですが、財政的に非常に困難であろうかと察します。現

在、金屋分庁舎に入っている８３名の職員の執務室の確保が不可欠であり、か

わりの受け皿もないと思いますので、今のうちに耐震検査を実施し、あわせて

身障者にやさしいエレベーターの設置、エレベーターがなかったら車椅子で来

られた方が２階・３階へ行くときどうするんですか、町長。それとあわせて身

障トイレの改修もしていただければありがたいと思います。

また、今度、近く国道の拡張に伴い、庁舎の一部分がなくなると聞き及んで

おりますが、よい機会ではないのか、当局はどのように考えておられるのか、

ご見解を賜りたいと思います。

次に、私が金屋町議会においてお世話になったとき、初めての一般質問で、

庁舎周辺の浸水対策をお願いし、現副町長に調査費をいただき、コンサルに委

託し中井原・金屋周辺の水の流れを調査し、その調書に基づき、１８年度で予

算をつけていただきました。予算の範囲内で、１つの水路の２カ所を改修した

ところ、いつも水につかっていた役場隣のお宅は、７月の豪雨のときセーフで

ございました。たいへん喜んでくれております。

しかし残念ながら、これはちょっと個人名を出して悪いんですけれど、平畑

さんから 司鮨 さんまでの間の１００メートル足らずの道路は以前のままで、膝
つかさずし

上まで浸水しております。屋形船に乗って寿司を食べにいかなあかんような状

態になっております。これではすし屋どころじゃありません。町財政が逼迫の
ひっぱく

折、非常に心苦しいお願いでございますけれど、中井原地域からもう１つの水

路に流れ込んでくる流入水を、コメリ付近で遮断する工事費を何とか少しお願

いしたい。対象地域所帯の長年の要望ですので、取り組まれることを強く期待

します。

また、前田歯科宅、この歯医者さんの裏ですね、裏側の町道には配水路が昔

からございません。一度、周辺整備もあわせて考えてください。

今までの質問については、１０年来の金屋の懸案事項であり、旧町時代に解

決すべき問題でありますので、出身議員としては、誠に肩身の狭い思いを抱い

ております。しかしながら、当局のご理解をいただきたく、切にお願いするも

のでございます。

３点目として、役場隣の駐車場、借り上げ駐車場の問題について、総務文教

常任委員会でもたびたび議論しているところです。また、きのうも総務文教常

任委員会がございまして、現場まで行かせていただきましたけれど。金屋の小

学校の跡地を使えれば何台ぐらい収容できるのか、また公用車・職員・外来者

・式典、大会等に備え、何台ぐらいの駐車場を確保しなければならないのか、

十分精査され、返す余裕があるならば、早い機会に所有者にお願いに行かない
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と、先方にも都合があると思います。担当課で早急に調査し、基本的な姿勢を

示さなければ、いつも議論の的になると思いますので、早い機会に発表できる

ように頑張ってください。

最後に、旧金屋町民の嘆きを聞いてください。

私の耳によく聞こえてくることは、合併して水道料金、町民税が上がったけ

ど、何にもええことないという話です。町民の方は税源移譲で上がったという

ことがわからんわけですよね、これ。そういう中で 「吉備地域では藤並駅、公、

共下水道というような大型プロジェクト事業があるけど、金屋は何にも見えて

こん」と 「お前ら何してんのか」とお叱りを受けるわけです 「すみません。、 。

頑張ります」と、その場はごまかして帰るわけですけど。

そういう中で、そこで質問でございます。

３町合併合意書の中で、一般会計普通建設事業プラス特別会計ハード分、総

額５３３億１，８２８万円、金屋１８９億７，７４８万７，０００円、吉備１

７０億８，８６０万円、清水１２２億７，２１９万３，０００円の３町合併事

業計画を昭和２７年度まで計画されているが、実質公債費比率１８．１、経常

収支比率９５％と、いずれも赤信号か黄信号か、先ほどの議論の中でも同僚議

員の中でも町長ともめておりましたが、まあ、私もちょっと赤い目の色かなと

いうように感じております。

すべてのことを消化できないことは容易に察することはできます。非常に難

しい対応が迫られると理解するが、旧町別に実行分、計画分をあわせて教えて

くださいと当局にお願いしたところ、議員皆さま方のお手元にこれが届いてい

ると思います。この一覧表を見てください。

これについて、私ちょっと、一言か二言お話したいんです。この１枚めくっ

たところに総合計というのがあります。有田川町というのは、今、有田川町に

なってるから、有田川町になったときにつくったもんらしいです、これは。こ

の旧吉備町、旧金屋町、旧清水町というところを見ていただきたいんですが、

現計トータルで、旧吉備町で８２．９億円、旧金屋町で２６．９億円、旧清水

町で４１．３億円。金屋の枠は、全体で１８９億もらってたんですよ。それが

２６．９億円、今まで入れてくれているお金が。吉備は１７０億で４８．７％

の８２．９億円、８２億９，０００万円入れてもらっているわけです。

どう見てもこれは、金屋の合併へのウォーミングアップ不足で、継続事業、

荷造り下手やったと僕は理解するんです。そういうかたちの中で、この辺の矛

盾さというのか、数字の何を一遍、町長からみんなにわかるように計算してほ

しいと思うんで。この辺、私も議員でここへお世話になった限り、肩身の狭い

思い、さっきも言ったとおり、そういう中で、ほんまにつらい思いをするわけ

ですよ。まあ、来年からまた、金屋の問題についてどんどんと取り組んでくれ
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て、よくなることを期待しているわけでございます。

そこで、立石・黒松の水道計画について、お尋ねしたい。

何年ごろに事業化できるのか、命の水であるので、なしでは済まないでしょ

うから。また、現場も研究を重ね、あまりお金の要らないよう工夫し、早い機

会に実施することが望まれると思うが、当局の考えを聞かせてください。

また今回、議案１２３号で、黒松地区に土地改良事業３億６００万円の議案

が上がっている。これは唐突に上がってきたように私は思います。しかし、補

助率がいいとか、何か特別な事情があるので当局はこれを上程したものと察し

ますけれど、合併当初の重点施策であったのか、地元は水よりも道路を選んだ

のか、その辺、地元との合意はどうなっておるのか。このへんだけ詳しく教え

ていただければ、私、第１問で終わりたいと思いますが、答弁によっては、ま

た２問もさせていただきたいと思います。

ひとつよろしくお願いします。

○議長（亀井次男）

町長、中山君。

○町長（中山正隆）

森本議員さんの質問にお答えをしたいと思います。

まず第１点目、金屋庁舎の耐震性、身障者にやさしいトイレ・エレベーター

の設置について、というご質問でございますけれども。

身障者のトイレにつきましては、外と１階にもう既に完備をしてるという報

告を受けています。エレベーターについても、今までできていなかったという

ことは、何か構造的にもいろんな問題があったんかなという考えをしています。

ただ、３階には、教育委員会、２階には産業課、環境衛生課、地籍調査課、こ

の３つの課がありまして、早急にエレベーターというわけにいきませんので、

とにかく身体障害者の方が役場へお越しになった際は、１階で十二分に対応で

きるように万全の措置をとっていきたいと思っています。

それから耐震につきましては、平成２１年度までの工事として、国道４２４

号線、今の役場のところから農協のマーケットのところまで広げる予定であり

まして、その際、役場の西側の建増した部分も恐らく取るようになると思いま

すので、その時点で、耐震検査についてもしっかりと考えていきたいと思って

います。

また、新しい庁舎問題につきましては、合併当初、検討委員会をつくるとい

うことでありました。先日も金屋地域の地域審議会において、この問題が出ま

して、私の任期中、あと２年余りありますけれども、その中で必ず立ち上げて、

その委員の皆さん方で、新しい庁舎問題はご議論をしていただくということに

なってますし、そう私も考えております。



- -54

それから、金屋庁舎周辺の整備でありますけれども、森本議員さんご指摘の

とおり、非常にあそこら辺が水浸しになるということは、よく存じ上げており

ます。去年も、ほんわずかな金額でありましたけれども、少し改修した結果、

非常によくなったという話も聞いていまして、１７年度に、金屋・中井原地区

の排水現況調査というのを実施しているそうでありまして、森本議員さんおっ

しゃる所については、ちょうど町道、金屋バイパスと交差していますので、そ

こでもう一回、この水路については何かここで分水をできないかということで、

一遍検討させていただきたいと思います。

それから、もう１点の前田歯科さんの裏通り周辺の排水路については、非常

に悪いという報告も受けていまして、雨水については、町道の両端の低い部分

を流れていると、町道を流れているということも聞いています。現状において、

町道の通行の支障がものすごくある場合は別として、この町道に暗渠を入れれ

ば解決できると聞いていますので、その方向で一遍検討させていただきたいと

思います。

それから、分庁舎の駐車場はどの程度適当かということであります。

金屋庁舎の駐車場については、庁舎前に２２台の来客用の駐車場と、金屋文

化保健センター周辺に４，３９１平米の敷地に２２１台の駐車スペースがあり

ます。この駐車場は、文化保健センター利用者や公民館活動、町職員、福祉協

議会、保育所職員の自家用車、公用車で１５８台と、来客用では６３台の駐車

場として現在も満杯状況で利用しています。この駐車場は、文化保健センター

の利用者が非常に多くて、平成１８年度で４万２，４１７人、鳥屋城公民館活

動で１万８８１人の方々が利用して、年間５万３，２９８人が活用されていま

す。このことから、文化保健センター利用者の関係で、１日約１４６人の方が

利用していることになって、今満車の状況になっています。また、慰霊祭や講

演会、研修会、イベント時には、これは旧鳥屋城小学校跡地に公用車、職員の

自動車を移して活用しています。

当施設の有効利用も考えると、駐車場用地に約６，０００平米が必要でない

かと思います。この鳥屋城小学校の跡地については、新町まちづくりの中でも

いろいろご議論いただいていますので、その国道の減った部分がわかれば、も

う一回地元の方々とも協議しなければならないところが、まだまだたくさんあ

ります。できれば、私としては、駐車場にして、余った部分についてはお返し

をしたいという考えでありますけれども、合併協議会の中で、いろんなご議論

をいただくということになっていますので、やっぱり地元の方々とも協議をし

て、できるだけそういった方向でご協力いただけるように、これからも話を進

めていきたいと思ってます。

それからもう１つ、先ほどご指摘のありました合併時の５３３億円、このこ
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とについては合併時、金屋１８９億、吉備１７０億、清水１２２億、こう分配

されましたけども、議員ご指摘のとおり、恐らくこれを全額消化することは不

可能だと思います。その中で、ものすごくアンバランスと違うかなというご指

摘でございます。なるほど、この１７年、１８年度、あるいは１９年度の予算

を見ますとアンバランスでありますけれども。吉備地区については、現在２０

年度をもって完了するんですけれども、当初５０億円、実際にはもうだいぶ縮

小してますが、当初５０億円の５年計画で、まちづくり交付金事業というのが

１５年度ごろ国の方から募集がありまして、それに応募して通ったという関係

で、これも来年度に終わりますけれども。これも藤並駅とか地域交流センター

が入っています。

それともう１つ、これも２０年度完成ですが、大谷農道、これも合併前から

の継続事業です。したがいまして、公共下水の分も含めて若干アンバランスの

点がありますけれども、旧吉備地域においては、継続はこの２つであります。

それから、金屋が計画が下手やったんと違うんかということは決してありま

せんで、金屋・清水についても、これから ランクでやらなければならない事A

業が増えています。ただ、吉備については、公共下水は別として、継続的な大

きな事業はこの２つで終わりでありますので、合併した中で、どことどことい

うのは非常におかしいんですけれども、協議会の中できっちりそういったこと

も詰めてますので、順次バランスよく消化していくということでご理解をいた

だきたいと思います。詳細については、皆さん方のお手元にお配りをさせてい

ただいていますので、また後日、ご高覧をいただければ結構かと思います。

それから、黒松地域の水道計画はいつごろを想定してるのかという話であり

ます。黒松・立石、生石地区もまだ水道水はないんでありますけれども、この

黒松・立石については、いろんな水道事業の国の変更の見直しもあって、どう

しても今年度中に申請しなければならないというような事情も出てきまして、

２カ所同時スタートで、恐らく２１年度くらいに始められると思いますので、

約５カ年かけてやっていきたいと思っています。それから、この農道について

は、３億円余り、これは議員ご指摘のとおり、合併協議会の中では入ってなか

ったんですけれども、それ以前に、この農道についても、ずいぶん地元で協議

をされてきたようです。それで農家対策といいますか、やっぱり農道の整備で

あったり、イノシシあるいは防風ネット、マルチ、いろんな部分でこれからも

農業にも力を入れていかなければならないというところで、この地域の方々も

土地もすべて了解いただいたという中でですね、もちろん財政状況を見ながら

取り組んでいけたらいいという、現在はそういうところであります。

以上です。
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○議長（亀井次男）

１２番、森本君。

○１２番（森本 明）

１２番です。私あまり再質問というのは好きではないんですけれど。

今、合併合意の中で、私まあ、しつこくこだわるわけですけど。吉備が４８．

７で金屋が１４．２っていうのが、かなりさみしいもんがありますよね。この

辺のやっぱり、清水が３３．８あって、金屋が１４．２って、これ副町長どう

でしょう、これ、感覚的に。もっと町長もバランス感覚を磨いてもらわないと。

まあ、それと、ここの一覧表にも載ってるけど、有田川っていうところを見

せてもらっても、入っているやつって言うたら、藤並保育所やの田殿保育所や

の、何億っていう工事はほとんど吉備の工事ですね、これ。金屋でしてもらっ

ていると言えば、金屋中学校の今、工事してもらうのに耐震検査と、小川小学

校のプールつくってもろうた、そしてグラウンド直してもろうた。それから第

３保育園つくってくれる。それにしてもこれ、額にしたら微々たるもんなんで。

もうちょっと、これから町長も副町長も研修を受けてバランス感覚を磨くよ

うに、切に要望しておきます。

○議長（亀井次男）

以上で、森本君の質問を終わります。

暫時休憩します。

～～～～～～～～～～～～～～～～～

休憩 １０時３２分

再開 １０時４５分

～～～～～～～～～～～～～～～～～

…………… 通告順４番 ９番（前利夫） ……………

○議長（亀井次男）

再開いたします。

続いて、９番、前利夫君の一般質問を許可いたします。

９番、前君。

○９番（前利夫）

今期定例会に質問させていただく事項は、議長よりお手元に配布されており

ますとおり、２点をあげております。１つは道路整備対策について、２つ目は

森林行政についての２点でございます。

まず、第１点目から質問をいたしたいと思います。

戦中戦後に青春を体験した私は、万国語といわれている英語に極めて縁遠く、

したがって好みませんが、このような常識は今や通用しない時代を迎えました。
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今や辞書を引きつつも対応しない限り、社会生活に適応しきれません。よく言

われるインフラ 略語でございますが、正式にはインフラストラクチャー、

すなわち、社会生活経済活動の基盤、具体的には、道路、港湾、橋梁、通信、

教育、情報、医療などの設備を指すとされています。

今般、この中核である道路整備対策について質問を展開させていただきます。

的確な答弁をまず求めておきます。

前言いたしましたとおり、社会生活、経済活動の基盤である道路は、人間の

体の部分に例えますと、血管そのものだといえます。血管は、寸時も休むこと

なく、人間を含む脊椎動物及び無脊椎動物の体内を構成・機能する細胞内に、
せきつい む せきつい

生存に必要な物質・血液を運び込み、不要になった物質を運び出さねばならな

いのは血管の役割で、まさにこの意味で、道路は社会構造の発展進化を図る血

管といえます。

事実、第１次道路整備計画、もちろん国でございますが、昭和２９年から３

３年まで中期計画という名のもとに、５年ごとに更新されておるわけでござい

ます。２９年度の１次は、３３年度まで。２，６００億円が本格的経済発展に

入った３３年度から３７年度、第２次計画では３．５倍の１兆円に。第４次、

３９年度から４３年度、４兆１，０００億円の４倍強。第６次、４５年から４

９年度、１０兆３，５００億円、２．５倍強。第９次、５８年から６２年度、

３８兆２，０００億円、３．７倍弱。第１２次計画、平成１０年から１４年度、

実に７８兆円、２倍強をピークに、現在進行中の第１３次、平成１５年から１

９年度には３８兆円、公共事業を代表する道路整備は、構造改革実施の中で、

第１２次計画に比較し、５１．３％の減額がされたのであります。この点につ

きましては、今問題の、地方、地域における格差の象徴的現象として論議いた

しますが、その前に道路とは何かを、法治国としての法的根拠を明らかにして

おく必要があると存じますので、論及いたしたいと存じます。

昭和２７年６月１０日、法律１８０号で道路法が制定され、最も新しい改正

は、平成１９年３月３１日法律１９号でありますが、ご賢察のとおり、第１章

総則から第８章罰則までの、第１条から第１０７条までで構成されています。

この中で、管理は第３章にあげられておりまして、条文中の３割強、３６条か

ら成り立ち、極めて厳しいもとの、自由に通行が許される反面、規制があらゆ

るかたちで課せられておると。それはそれぞれの、国においては国土交通大臣

が、県道については知事が、市町村道については市町村長が管理権を持ってお

るわけでございます。この法文にしたがって処理されていくのは当然でござい

ます。

道路は、一部の私道を除けばすべて公共道路であり、国または地方自治体が、

今申し上げましたとおり、管理することが規定されております。延長の８０％
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以上が同法の適用を受ける一般公共道とともに、他の法令の適用を受ける農道

・林道・公園道等もありますが、道路法において「道路」とは 「一般交通の用、

」 、 、 「 」「 」に供する道 で 具体的には その３条において 高速自動車国道 一般国道

「都道府県道 「市町村道」の４つに分類されています。同時に道路にはトンネ」

ル、橋梁、渡船施設等一体となり効用を全うすることになっております。

このように、道路の基本理念を参酌しながら、今般２０年度より始まります、

いわゆる新しい第１４次、国の道路中期整備方針に私たち地方も当然注目しな

がら、地方・地域の立場から総力をあげて、国に対し、県当局と一体となって、

各地域自治体の管理権の基にあります「市町村道 、同時に「道路」は、互いに」

連携することなくして その効用を充分達成できない性格を有する立場から 県、 、「

道 「一般国道 「高速自動車道」を視野に、その整備施工事業化に向け、関係」 」

機関は主権者の住民とともに全力投球することの責務が課せられています。そ

のためには、でき得る限り現況を把握し、問題点をあぶり出し、対応策を立て

ねばなりません。

まず、具体的にお伺いいたします。町道は一級路線、二級路線、その他の路

線の３種類により構成されておりますが、現時点、１９年度現在の路線数、実

延長、未改良、改良率を種別により説明されるとともに資料を示してください。

この場合、旧町別実態を明示されるよう要請するものであります。

郷土和歌山県も、国の第１４次道路整備計画に備え、本年８月、和歌山県道

路整備中期計画をまとめ、今後１０年間にわたる道路整備方針を今県議会に提

出されており、私どもも関心を持って、ともに当町としての意志を取りまとめ、

対応していかなければなりませんが、県資料にもあるとおり、道路統計年報２

００５年 平成１７年度における道路改良率、国道プラス県道プラス市町村

道は全国４７都道府県中ワースト２位、すなわち、４６位の４１．４％。国道

・県道改良率は２００４年 平成１６年度、全国平均７３．４％に対して、

５０．６％、２５年間の遅れを指摘しております。

そして参考「真に必要な道路整備～今後１０年での取り組み」として、路線

図をかかげ、国の事業、県の事業とあわせ、国１兆７００億円、県５，４００

億円、計１兆６，１００億円、１９年度予算分に該当いたしまして、単年度に

直しまして現況の２倍の金額を目的達成のためには必要とすることになってく

るわけであります。

国道４２４号、国道４８０号、我々の管内を縦断し、横断する２線でありま

すが、この示された図表によりますと、１０年以内完了及び着手ともに上がっ

ていないと思考いたします。もちろん一部の現在進行中の県補助単独事業につ

いては別でございますが、町当局は現時点でどのような説明を受け、対処して

いくのか、過日、国道対策特別委員会においても担当課長の釈明を聞かせてい
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ただきましたが、改めて町長の見解を承りたい。

さて、先にも申し上げましたが、改革は絶えず必要であります 「角を矯めて。

牛を殺す」その例えのとおり、常にバランス感覚の上に立ち、厳正かつ公平に

遂行しなければ必ずひずみが生じ、抜き差しならない自体となるのは当然の帰

結であり、地域的には中央と地方、事業でいえば大手と小企業等々、すべての

面で格差が出てまいります。

特に、中山間地域における第１次産業の長期不振は深刻であり、益々高齢化

が進み、後継者不足が続き、限界集落が現実化しようとする傾向にあります。

この中にあって、唯一の経済活動の中核となってきた公共事業が、改革という

名のやり玉に上がり、一律に削減。私の居住地旧清水町において、平成１２年

時代に、５０億円に迫る実績が昨今どれくらいに下がっているのか、担当課か

ら答えてください。

さらに進めます。

国の第１次から第１３次までの道路整備を支えてきたのは、道路特定財源が

確保、保持されてきたこと以外にありません。今回、与党の合意、行革推進法

等に基づく道路特定財源の見直しに関する具体策として、平成１８年１２月８

日閣議決定、我が国の競争力成長力の確保や、地域活性化のため必要な道路整

備を計画的に進めることは引き続き重要な課題であるとしながら、財政は極め

て厳しい状況を踏まえ、１．道路整備に対するニーズを踏まえ、その必要性を

具体的に精査し、引き続き、重点化、効率化を進めつつ、真に必要な道路整備

は計画的に進めることとし、１９年度中に今後の具体的な道路整備の姿を示し

た中期的な計画を作成。特に、地域格差への対応や生活者重視の視点を踏まえ

つつ、地方の活性化や自立に必要な地域の基幹道路の整備や渋滞解消のため、

バイパス整備、高速道路や高次医療施設への広域的アクセスの強化など、地域

の自主性にも配慮しながら適切に措置する。この上に立って、２．特定財源の

税率水準はこれを維持する。３．一般財源化を前提として道路特定財源見直し

については、税収の全額を毎年度の予算で道路整備に充てることを義務づけて

いる現在の仕組みはこれを改め、２０年の通常国会において所要の法改正を行

うことを公表しています。

お聞かせ下さい。道路特定財源は、揮発油税、石油ガス税、自動車重量税、

以上の３つは国が直接徴税いたします。地方道路譲与税、石油ガス譲与税、各

自動車重量譲与税、軽油取引税、自動車取引税、以上５つは地方が徴収をする

ことになっています。以上について、道路整備充当分、税率、平成１８年度税

収を聞かせて下さい。同時に資料を配付されたい。

ここで申し上げますが、道路整備には、今後とも特定財源の確保がどうして

も必要です。当町執行部、議会ともどもあらゆる方法を考え、中央に上申すべ
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きであります。当局の方針をこの際、明らかにしていただきたい。

今、まさに地方重視、格差解消の時流が強まっていること、これを裏づける

事実は、私ども自治体が一人一人が肌身で受けとめている現実に基づき、公共

事業シーリング、来年も３％削減をぶち壊し、増額を求めることもあわせ行動

すべきであり、当局の決意を聞きます。

さらに、今後の町行政における道路整備について、具体的に１３日行われた

国道対策特別委員会の見解として、４２４号、４８０号の整備については、今

後は、より具体的に大型バス等が通行可能にするためには、現況をふまえ、路

線箇所箇所を点検、どこが悪いのかをあぶり出し、改修の手段、必要予算を獲

得するため、精力的に取り組むこと。このため町当局議会が一丸となり、民間

の協力を求める行動を起こし、県トップの知事にも現場を見ていただき、一致

協力して国政に反映していく。幸い私どもの第３区には、党派を抜きにいたし

まして、実力者二階先生を中心に、全県選出国会議員に強力に陳情し、国の第

１４次中期道路整備計画に取り入れてもらうよう働きかけることが、必須の条

件であります。

町長の見解を求めると同時に、有田川町長、また同時に県の町村会副会長の

立場からも、知事にぜひ現場を視察していただくようご尽力をお願いし、答弁

を求める次第でございます。

さて今般、県は、条件つき一般競争入札の全面実施に向け、新業者評価制度

案を公表、平成２０年６月より実施することを提案されました。私見でござい

ますが、公共事業は 「安かろう悪かろう」が横行することは、税の無駄使いの、

結果を生み出す要因の１つといえるのではないでしょうか。また、私の住む地

域は前言にも言いましたとおり、公共事業が現況の中での最有力な雇用の確保

の場であり、若手も十分に活動できる職場でもあります。地域活性化のために、

また災害防止上からみても、一定の事業所確保稼働が絶対必要であると存じま

す。したがって、入札制度の在り方は、国・県との整合性を重んじながら地域

諸条件に十二分に配慮、独自の制度を研究実施すべきであり、業者国体とも意

見を交換しながら対応すべく求め、当局の見解を求めます。

森林行政について、申し上げます。

気象台観測が始まって以来、４０度をはるかに超す猛暑が続き、彼岸入りを

目前に、今なお厳しい残暑が、本当に異常気象だなあと印象づけられます。８

月１７日付読売は 「北極の氷、史上最小、気候変動パネル予測 ４０年後の、

状態」というタイトルでショッキング報道を行っています。すなわち、海洋研

究開発機構と宇宙航空研究開発機構は、１６日衛星による観測で、今夏の北極

海の海氷面積が史上最小を記録したと発表しております。１５日に観測した海

氷は、５３０．７万平方キロメートルで、２００５年９月の過去最小記録、５
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３１．５万平方キロメートルを下回った。これは、気候変動に関する政府間パ

ネルが第４次評価報告書の中で予測した約３０年～４０年後の北極の状態に近

づく温暖化の速度で、従来の予想をはるかに上回る可能性がある、云々と報じ

ております。いわゆる地球温暖化現象であり、この現象は、科学的に大気中の

二酸化炭素等の温室ガス濃度が増加することにより、気温が上昇する現象です。

ガスの中、６種類に分かれておりますが、二酸化炭素ＣＯ の占める比重は、実２

に９４％を占めている。イコール二酸化炭素排出をどうするか、これが温暖化

防止の最大の課題になるわけでございます。

温暖化は豪雨、逆に渇水、といった異常気象現象の増加、大陸の砂漠化の進

行、感染症の増加、動植物の絶滅危機の要因になることが指摘されており、人

類の生存に大きな影響を及ぼします。このため、国際的対応策として、１９９

２年 平成４年、今から１６年前ブラジルで開催された地球サミットで１５

０カ国以上が署名、１９９４年 平成６年に発効した気候変動枠組条約です。

この条約は、先進国は１９９０年代末までに温室効果ガス排出量を９０年レベ

ルまで戻すことを目指す、という歴史的な合意を含むものの、ただ努力目標に

とどまっていました。このため、９５年ベルリンで中身の検討を経て、１９９

７年 平成９年、世にいう京都で行われた国際会議で、地球温暖化の原因と

なる二酸化炭素ＣＯ などの温室効果ガスの排出量を先進各国がどの程度削減す２

るかを約束し、削減目標が決められた京都議定書であります。そして、２００

５年 平成１７年２月１６日に発効したのであります。

ここで削減目標達成の手段として、森林、下草も含む、樹木が持つ機能、す

なわち、樹木は葉っぱ中に含まれる葉緑素を媒介とし、葉の気孔から吸収した

二酸化炭素と根から吸収した水を原料にして光をエネルギー源とした光合成を

行い、生物界の生命活動の根元、有機物を合成提供する機能を果たしており、

森林吸収源として我が国に課せられた目標６％のうち、３．９％を分担目標に

しておることはご賢察の通りであります。２００１年度に改正された森林・林

業基本法は、従来の林業基本法から脱却し、将来を見越した地球環境保全を視

野に、文化教育的利用の多面的機能を持つように求められているのであります。

日本の森林面積は、２，５００万ヘクタールで、国土の７割を占め、１０％

台の英国や中国などをはるかに上回る森林大国であります。ちなみに有田川町

総面積３５１．７平方キロメートル、うち林野面積は２６８．４８平方キロメ

ートル、７６．３３％、面積的にいかに大きな比重を占めておるかに注目せざ

るを得ません。この際、さらに申し上げておきますが、ここ２０有余年にわた

り森林資源も十分にあり、木材需要の７割を占める住宅建設と紙・パルプも極

めて堅調に推移し、しかも森林資源的には、これらの需要をほぼ１００％満た

すことが可能とされているのが、実質的には製材原木は自給率がわずかに３１
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％に過ぎず、残りの３８％、紙・パルプに至っては、ほとんどが輸入で占めら

れている実態を直視するとき、腹の底からの怒りを覚えずにはおられません。

しかしながら、地球環境の保持の上から、今、まさに森林は最も注目を浴び

ようとしております。この事実は、本年５月下旬から６月初めに実施した内閣

府調査結果、８月１１日付発表の、森林と生活に関する世論調査結果からも明

確に示されています。前回２００３年、山崩れや洪水などの災害防止の１位４

８．５％を、１１．９％を上回る５４．２％が二酸化炭素ＣＯ を吸収すること２

で地球温暖化防止に貢献することが、第１位でトップに立ったのであります。

また、森林整備費負担のあり方、複数回答については、温室効果ガスの排出

割合に応じて企業や国民が負担、５４．８％がトップになっております。この

面でも国民の関心が高まっておることは裏づけられるわけであります。

これら申し述べました私の論点に基づき、当局に質します。

京都議定書を導入する条件として、平成１４年１月の中央環境審議会の答申

では、１．１９９０年以降適切な森林施業が行われている森林、２．法令等に

基づき、伐採転用規制等の保護保全措置がとられている森林、これらにスポッ

トライトが浴びることとされています。率直に申しまして、現段階で当町にお

いては、どう研究されているのか、今後は森林対策活性化のためには避けて通

れない問題でありますので、どう取り組むのかを、その決意を承っておきます。

次に、西ノ原加工場についての現況を詳細にご報告願います。

以上で、私の今回の一般質問を終わらせていただきます。

○議長（亀井次男）

町長、中山君。

○町長（中山正隆）

前議員さんのご質問にお答えをしたいと思います。

いろんなご指摘がありますので、また詳しいことについては各担当課長から

答弁をさせたいと思っています。

まず、道路整備の対策についてであります。

国においては、昨年末に道路特定財源の見直しに係る具体策というのが閣議

決定されて、一部を一般財源化するということで現在調整中と聞いております。

また、国が今般１９年度中に道路計画というのを立てて、真に必要な道路はど

れかというようなことを決定するということも聞いています。

これに基づいて、先般、全国各市・府・町、すべてからアンケートを取りま

して、その結果が先日報告をされました。地方にとっては、道路は必要である

という意見が大半であることもありますし、また都会の意見としては、地方の

道路はもう必要ないじゃないかというような意見もたくさん寄せられていると

聞いてます。こうしたことを受けて、やっぱり地方の道路というのは、本当に
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生活の面からも、あるいは経済発展、災害の面からも非常に重要だと考えてい

ます。

今回の参議院の選挙結果を受けて、国も今度、麻生さんになるのか、福田さ

んになるのか、わかりませんけれども、やっぱりこの結果については今まで地

方を粗末にした、地方と都会の格差を生んだ現象だと、もっと地方へ目を向け

なければいけないということを２人とも盛んにおっしゃってくれていまして、

非常に心強く感じるわけであります。

その中で先日、県が中期道路計画というのを、１０年内に完成するという計

画を発表されました。その中に前議員さんご指摘のとおり、４２４あるいは

４８０号、これが計画の中に入ってなかったわけであります。早速４８０号に

つきましては、いろんな委員会の中で再三、県にも国にもご要望しているのに、

これ入ってないというのはおかしいんじゃないかということで、発表と同時に、

この委員会、もちろん有田市の市長さんを含めて、県に抗議を申し込んだとこ

ろであります。

その回答としましては、４８０号については、とにかく早くバスが通れるよ

うに、 狭隘 な箇所については早急にやらなければいけないというご回答をいた
きょうあい

だいています。これもまた、現在、二階先生が国の中において重要なポストを

占めておられるということで、今後４８０号についても、できるだけ早く高野

山までバスが通れるように努力をしていきたいと思っています。

また、４２４号についても非常に大事な道であるということでありますので、

先日、１万人余りの署名を携えて、地元の４２４号整備促進協議会の委員さん

と、それから海南市側の区長さん並びに海南市の県議会議員、有田郡の県議会

議員とともに、仁坂知事さんに直接陳情をしてまいりました。４２４について

は、１１月の１３日～１４日にかけて、促進委員会の委員さんともども、また

国の方にも陳情をやっていく予定であります。

知事さんの答弁については、４２４についても順次予算をつけていくという

話でありました。ただ、４２４については、現在も１９年度で約１６億円つけ

てくれております。それから、まだまだ４２４については投資をしてくれまし

て、今、吉田バイパスというのが一部でありますけれども、つけかけています。

この肝心の、もとの橋梁部分についても地主さんと先般合意に至りまして、間

もなくここに橋がかかる予定になっています。こういったことについても、今

後怠りなく県・国の方にも陳情をしていきたいと思っています。

それから、この道路特定財源、これは、道路のためにのみ使うということで、

当時、田中内閣だったと思います、創設された事業でありまして、議員おっし

ゃるとおり、日本列島改造計画というときは、本当に何十兆というような莫大

な道路予算がついていたわけなんですけれども、それがだんだんと減ってきて、
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現在本当に少ない道路予算になっています。その道路特定財源に係る税金とい

うのは、普通の税金に上乗せをして道路の新設改良のみに使うという予算であ

りますので、この一般財源化については、今後とも強く抗議を申し込んでいき

たいと思っています。

今回、和歌山県の町村会においても、国への要望の第１として、道路特定財

源の確保ということをあげていまして、それも１０月中に、恐らく和歌山県の

議長会も賛同してくれると思いますので、一緒に道路特定財源については堅持

をしていただくということで陳情に行きたいと思っています。

いずれにしても田舎の道については、まだまだ整備不十分、特に和歌山県は、

議員おっしゃるとおり、全国ワースト２の整備率という問題でありますけれど

も、頑張っていきたいと思っています。おっしゃるとおり、今度は県の中期計

画というのが出たんですけども、１０年以内に完成または着手の分だけで、議

員おっしゃるとおり１兆６、１００億円が要るということも公表されておりま

す。今回の仁坂知事さんについては、地方の道路は非常に大事だということも

認識をされていますので、こういったこともお願いをしながら、地方の道路の

改修・整備については、万全の努力をしていきたいと思っています。

それから、もう１つ、森林行政についてでありますけれども、地球温暖化防

止対策についての当局の取り組みということであります。

これ京都議定書に基づきまして、平成２０年度から２４年度までの第１約束

期間における森林の吸収目標、これは１，３００万の目標を確保することとな

っています。本年度以降、毎年５５万ヘクタール、全体で３３０万ヘクタール

の間伐を実施することが必要であり、従来の約１．５倍の森林整備が必要とな

ります。議員が述べられましたように、国民が森林に期待する動きの第１位に

災害防止に加えて、二酸化炭素を吸収することにより地球温暖化防止に貢献す

るということが選ばれました。このことは、今後森林整備への推進をしていく

上で、森林整備に係る費用負担の理解が広がっていくことにつながってくると

思います。

町としましては、こうした流れを受け、地球温暖化防止策の対策に関して独

自に取り組み、指針を定めたものではありませんけれども、町単独の間伐に対

する補助金の上乗せや間伐材の搬出の推進、間伐等３カ年対策の計画的な実施

などで間伐事業を推進していきたいと考えております。

次に、有田川町の木材加工センターの現状についてでありますけれども、１

８年度における当施設の収支報告書では、７万円余りの若干の黒字でありまし

た。１９年度については、４月以降８月末までに約２，１００万円の売り上げ

と４５０万円の仕掛け品、合計で２，５５０万円余りの生産額になります。当

施設での原木等の取り扱い単価でありますけれども、間伐材が主なもので、口
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径、曲がり等によって、材質によっても若干、価格設定というのは難しいもの

がありますけれども、基本的には立方当たり８，０００円を目途に使用単価を

勘案して決定しているそうであります。

加工所では、加工品単価立方当たり５万円、月額６００万円の売り上げを目

標としておりまして これでいきますと 原木換算で約２４０立方の材木が一月、 、
ひとつき

に必要となります。加工所を運営する清水町森林組合では、１９年度地元産で

１，５００立方を確保したいとの意向であります。厳しい現状ではありますが、

経営母体である森林組合の基本方針を確認しながら、経営の安定化に努めてい

ただいて、最終的に林家に少しでも多く還元できる仕組みがなされるように、

今後行政も支援をしていきたいと思っています。

それから公共工事の入札でありますけれども、今ですね、国・県、これはす

べて、指名競争入札の方から一般競争入札の方に移行する傾向であります。先

日も、今年の４月でしたか、国の総務省の方からも説明に来ました。その中で

私たち１０の市町村長がその場に意見聴取ということで出向いたわけなんです

けれども、１０人とも、やっぱり地方においてはそういうやり方はそぐわない、

当分現状のままでいきたいという返事をさせていただきました。県も今は５，

０００万以上で指名入札という制度をとっていますけど、これもまだまだ単価

を下げて、しかも電子入札をやるという方向に今、決定をしているようであり

ますけれども、我が町としましては、当分の間、従来どおり、もちろん談合と

いうのはいけないことでありますけれども、地元の企業を育成する上からも、

従来どおりの入札方法を続けていきたいと思っています。

詳しいことは、また担当課の方から……。

○議長（亀井次男）

建設課長、中西君。

○建設課長（中西一雄）

前議員さんの一般質問にお答えをしたいと思います。

ご指摘のありました現在における有田川町の町道の路線数並びに実延長、未

改良、改良率を発表したいと思います。

旧町地区別にということでございますので、まず吉備地区でございますが、

１級路線が２２線ございます。実延長は１万９，４１２メートルでございます。

改良済み区間は１万５，５３０メートル、改良率は８０％でございます。２級

路線は１３路線ございます。実延長は２万５２２メートルでございます。改良

済み延長は１万２，６１８メートルで、６１．４９％となっております。それ

からその他町道でございますが、４５８路線ございます。実延長は１５万９，

３７９メートル、改良済み区間は７万２，００５メートルで、改良率は４５．

１８％でございます。
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旧金屋町の分でございます。１級路線は１５路線ございます。実延長は３万

６，８２２メートルございます。改良済みは２万４，５２２メートルで、改良

率は６６．６％でございます。２級路線は１３路線ございます。実延長は２万

２６１メートルございます。改良済みは１万３７１メートルでございます。改

良率は３５．４４％でございます。その他町道が４３０路線ございます。実延

長は２０万７，４４３メートルございます。改良済みは２万２，２６７メート

ルございます。改良率は１０．７３％でございます。

旧清水町でございますが、１級路線は１４路線ございます。実延長は６万３，

５６４メートル、改良済みは４万８，７１３メートル、改良率は７６．６４％

でございます。２級路線は９路線ございます。実延長は１万９，９０６メート

ル、改良済みは９，２７５メートル、改良率は４６．５９％でございます。そ

の他路線は３６５路線ございます。実延長は１６万３，３３３メートルござい

ます。改良済みは２万２，８２６メートル、改良率は１３．９８％でございま

す。

以上、現在の町道の路線数また改良率を申し上げました。この資料につきま

しては、今まとめ中でございますが、１７年度の資料でございます。

○議長（亀井次男）

町長、中山君。

○町長（中山正隆）

前さんの質問の中で、ちょっと抜かってました。

道路特定財源の地方譲与税の中で、どのぐらい入ってどのぐらい道路へ充当

しているのかという、地方へ入る５つの分でありますけれども。石油ガス譲与

税、これは地方へは１銭も入っていません。それと軽油取引税交付金、これも

１銭も入っていません。入っているのは、地方道路譲与税、これが１８年度決

算で６，２１０万９，０００円と、自動車重量譲与税１億８，０４８万５，０

００円、それから自動車取得税交付金、これは１億８６５万５，０００円、合

計３億５，１２４万９，０００円、１８年度決算で入ってます。

このすべて３億５，１２４万９，０００円、これを道路関係の予算に充当し

ています。

○議長（亀井次男）

９番、前君。

○９番（前利夫）

おおむね基本的なご説明を、長並びに担当課長から得ましたので、私もあん

まりもう何回も質問をする気持ちはございません。ただ、今、一番問題提起し

ましたように、第１４次国の道路整備計画が中期として５年間の方向性を打ち

出す中であって、その中で地方の道路問題をどうするかということが、今後の
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最大の課題となってきます。

町長が答弁の中で言われました参議院選挙の結果が、なぜあのようになった

か。改革、改革、改革一点張りは、先ほど私も数字に示したとおり、７８億円

１２次計画に対して、１３次現在進行中のものは、もうあとわずかに終わるわ

けでございます。３８億円。これが改革の実態であり、そのしわ寄せがほとん

ど地方、しかも力の弱いところに一律に集中的に来とるというこの現実でござ

います。だから、ああいう結果が出たわけでございます。極めて中央、政局は、

今後のこの格差の問題をどうするかということで、ご案内のとおり大波乱を起

こしております。

公共事業につきましても、閣議決定によりまして、相変わらず３％削減する

んだというような案が出たわけでございますが、現在まとまった概算要求では、

前年度にして２１％増額するという原案が既に国の対応としても論議されて、

今後具体的にこれをどういうふうにしていくのか、それを地方に配分していく

のかということになってくるわけです。道路の担当大臣であります冬柴国土交

通相は、この８月の２５日の概算要求に当たりまして、道路の整備は中央から

地方への格差是正にとって一番効果があるということ、記者会見ではっきりと

明示しております。

先ほども党派的問題を越えて、幸い二階先生が１０月の７日に技術面の国土

交通省の最高責任者、いわゆる技官でございます谷口技官、和歌山市出身の技

官でございますが、今、白浜においてパネルディスカッションを開催されるこ

とになっております。これはひとつ、徹底的に把握する中で、超党派的に直に

お目にかかって、我々の意見を聞いていただく絶好の機会じゃないか。なかな

か東京へ行っても技官に直接会うということは難しいわけでございます。もち

ろん議会からの何もお願いしていきたいと、こういうふうに思って、本質的に

議長の了解も今朝得たわけでございますが、当局の方でもこの会合について

ただし、入場人員は５００名ということに限られております。９月の２５日

が締め切りとなっておりますので、でき得る限り早い機会にきちっとした方向

づけが絶対必要になってくるんじゃないか。これに対して万全の対策をとって

いただきたい。

もう１つはですね、残念ながら、町長も、部分改修は別にして４８０号、図

上でははっきりと肯定されましたが、４８０号は、もう入っておりません。町

長もそのとおりだと言われました。ただ、ご案内のとおり、吉備インターまで

いよいよ２車線の高速道路が完成、同時にＪＲにおいてでも目下特急が停車で

きるように鋭意 これは大部分が地元負担でございますが、進んでおります。

しかし、インターができても、また特急がとまっても、正直言って、世界遺

産、これはすごい大きな効果があるわけでございますが。道路法の中でも、世
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界遺産に指定されたところについては、道路を優先的に何するということが、

はっきりうたわれております。しかも、宗派は別にいたしまして、あと７年後、

平成２６年には、１つの宗派の大本山であります開宗１２００年祭が行われる

歴史的事実が迫っております。ご案内のとおり、現在の最高責任者はですね、

仏教学きっての世界の碩学、中井官長でございます。今、高野山は、全力をあ

げてですね、この態勢に取り組みを行っております。

これに、この地域から道路整備がこれだけ貧困する中で、その時点が来てで

も大型バスが通れないような、そういう事態のないようにですね、私どもも総

力をあげて取り組んでまいりますが、本当に執行部は政治生命をかけてですね、

これを通行可能なようにしていただきたい。

〔 そのとおり」と呼ぶ者あり〕「

○９番（前利夫）

自分たちのことは、自分たちでやらなければなりません。先ほども提言しま

した、一挙に改修をするのじゃなしにですね、徹底的にバスが通れぬ箇所を、

４８０号、４２４についてでも、自ら点検やってですね、これを中心に具体的

に問題をあぶり出していく。この努力をしてもらうことに、まさに政治生命を

かけていただきたい。

同時にですね、今の知事さん、非常に勉強家であります。和歌山生まれでご

ざいますが、残念ながら、和歌山の土地、県道はほとんどご存じではございま

せん。今一番大事なことは、まず有田川の町長は、全県下町村の副会長でもご

ざいますので、できるだけ早期に４８０号と４２４をですね もちろん我々

も参画させていただきますが、視察してもらうようにですね。やっぱり、百聞

は一見にしかず、見ていただければ何をせんなんかがわかるはずです。それが

わからんとしたら、政治者の資格が失われるわけでございます。その点をしっ

かりと具申してあげてですね、ぜひ足を運んでいただきたい。これを要求して

おきます。

以上について、もうご答弁は結構でございますので、よろしく政治生命をか

けていただく気持ちで取り組んでいただきたいということを、重ね重ねお願い

を申し上げまして、私の質問を終わります。以上です。

○議長（亀井次男）

以上で、前君の一般質問を終わります。

暫時休憩いたします。午後、再開は１時からでございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～

休憩 １１時４７分

再開 １３時００分

～～～～～～～～～～～～～～～～～
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…………… 通告順５番 ２４番（大岡憲治） ……………

○議長（亀井次男）

再開いたします。

続いて、２４番、大岡憲治君の一般質問を許可いたします。

２４番、大岡君。

○２４番（大岡憲治）

議長のお許しをいただきましたので、２４番議員、ただいまから２点にわた

って質問をさせていただきます。

地上デジタルテレビ難視聴地域の解消についてでございますが、こまず最初に、

のことにつきましては、何回か同僚議員も今まで質問をされている訳でございます

が、既にご案内のとおり、平成２３年７月２４日をもって、アナログ方式からデジ

タル方式に移行することが決定しております。あと４年をきっておりまして、切羽

詰った時期に来ていると考えております。

さて、町内におきまして、テレビのチューナーを取り付けることによって受信可

能な地域は、このことについては問題がないわけでございますが、いわゆる難視聴

地域の対応をどうするかということになるわけでございます。

ちなみに最近の情報化社会の進展は、めまぐるしいものがございます。私たちの

生活様式も日進月歩のごとく変化してきております。より高度で均一な情報が、瞬

時に、しかも多量に、そして手軽に伝達されるようになってきたことは、ご承知の

とおりであります。すなわち、迅速な情報伝達と、それによる省力化効果が相まっ

て、より効率的な生産、より充実した生活が現実のものとなってきております。情

報化伝達の高度化や各種さまざまな情報を、使用目的に沿って情報処理をすること

ができ、行政、福祉、医療、環境、防災、産業、企業経営などの日常生活に関連す

る各分野が、いつでもどこでも情報の受発信が可能な社会形成が求められていると

ころであります。

したがいまして、地域間の格差を是正するために、この際、町内のどの地域でも

同じコンディションでテレビが受信できるようにしなければならないと思います。

このように社会構造の変化に対応するためには、私は情報通信インフラの整備が最

も重要であると考えます。

例えば、行政面においては、県内市町村等との連携を強化し、利用者が整理され

た各種情報を容易に入手できるとともに、関連する申請等の行政手続きをインター

ネットにより、簡便かつ効率的に行うことができるようになってくると思います。

吉備庁舎、金屋庁舎、清水行政局や出張所等も含めて、テレビでの会議も可能とな

ってくると思います。

医療面におきましては、診察や治療のための医院・病院の選択情報の提供や、地

域のホームドクターと家庭とを結ぶコミュニケーションを機能させるとともに、医
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院間の高度な医療情報管理も可能になってまいります。

また、防災面では、気象庁や国土交通省、県内各地域の情報をリアルタイムに共

有することができるとともに、近い将来、発生が予想される東南海・南海地震に備

え、災害関連情報を一元化、高度化、共有化する総合的なネットワークを構築し、

防災対策を強化するとともに、迅速な情報提供により町民の安全・安心の確保を図

ることができるのではないでしょうか。

以上のように、教育面や福祉、産業といったさまざまな分野におきましても、各

、 、 、 、種情報の入手 あるいは発信は容易でありますし また 携帯電話につきましても

五郷地区・修理川地区につきましては通話ができるようになっておりますが、一部

ではまだできていないところもあるように聞いておりますが、まだまだ町内では携

帯電話の不感地域が残ってございます。

都会の人に言わせますと、今どき携帯の入らないところがあるのかというような

ことが言われますが、残念ながらこれが現実でございます。しかしながら、これも

デジタルテレビとあわせて、県が推し進めているブロードバンド５カ年計画に沿っ

て、光ファイバーによる対応をしていただきますと、デジタルテレビの受信はもち

ろんでございますが、携帯電話につきましても業者の参入が見込まれやすくなるわ

けでございます。いかがでしょうか。その点についてお尋ねをいたします。

次に、路線バスの運行についてでざいますが、町長は、去る７月９日から７月１

８日の夜間、清水地区の７地区におきまして、地域の皆さんと膝を交えて町政に対

するご意見を聞かれるということで地区懇談会を開催されまして、これは、なかな

か好評でございまして、また、こうした機会をぜひつくっていただきたいというお

話も聞いておりましすので、この際お伝えをしておきたいと思います。

さて、私もこの懇談会に１７日の夜、沼区の集会場で出席をさせていただいたわ

けでございますが、皆さん方から、いろいろとご意見がございました。その中で、

昨年９月３０日をもって休止している和歌山線の路線バスを何とか復活をしていた

だきたいとの質問がございました。これに対しまして、町長の答弁でございますけ

れども 「和歌山線については、もう元に戻す、いわゆる復活をするということは無、

理である。本線である藤並～清水花園線や清水～湯川線についても、減便というこ

とになるかもしれない」と、そういうお話でございました。最近は乗客が激減をし

ておりまして、やはり有田鉄道さんにおいても、たいへん厳しいところがあろうか

と思いますが、平成１８年度で３９９万７，０００円の補助をして運行していただ

いておりますが、地域の方々や、特にお年寄りの方にとっては、なくてはならない

バスでございますし、観光面から考えましても、これから藤並駅に特急もとまるこ

とになるというときに 「藤並駅まで来たけれど、清水の方まで行くバスがない」い、

うようなことのないようにお願いしたいと思いますが、現段階での状況と今後の見

通しについてお尋ねをいたしたいと思います。
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以上で、私の一般質問を終わります。

○議長（亀井次男）

町長、中山君。

○町長（中山正隆）

大岡議員さんのご質問にお答えしたいと思います。

まず２０１１年、今のアナログ電波が地上デジタル波にかわるということで。

共聴というんですか、ブースをつけただけで今のテレビでも映る所、これ大半

を占めています。その結果、このデジタル放送に２１年に完全移行するわけな

んですけれども、全国で今のところ最大６０万世帯、それから和歌山県におい

ても１万４，０００世帯、有田川町については１，４００世帯が、テレビにつ

いては受信できない、まったく映らないということになっています。現在８６

カ所、有田川町管内に共聴施設を使ってテレビ受信をしているところがありま

す。そのうちの何カ所かについては、その場所でデジタルの電波が受信できる

ことが可能だと聞いてます。

大岡議員さんおっしゃるとおり、清水地区につきましては、この生駒山から

出てる関係で、遠井地区の頂上１カ所しか、この電波が受けられないと聞いて

います。そうした中で、この遠井地区から清水地域全戸へ共聴の施設を網羅す

るというのは、全く不可能だと現時点考えてます。

この電波については、国が主導で、今のアナログ電波がもう満杯になってき

てどうしようもないんだと。それで、新しい電波をして、すいた部分にまた、

いろいろ電波を入れたいという意向で、国民の同意なしにこの電波を変えたと。

そのために映らないって、非常にまあ迷惑な話でありますけれども。

今度の総務大臣に岩手県の県知事さんがなってまして、このことについては

国が責任をもって対処するということを明言してますけれども、現在でいいま

すと、国が３分の１、県が１億円ということになってます。いずれにしても、

テレビを家庭から取り上げるというのは、これはもう絶対不可能といいますか、

これはあってはならないことで、テレビの受信については、５年以内、２０１

１年の電波の改正と同時に、有田川町の全戸で受信できるようにすることだけ

は確約をさせていただきたいと思います。

ただ、そうした中で、県が今、ブロードバンド５カ年計画というのを立てて

まして、実は、有田川町もその計画の中に入っています。ブロードバンドを引

けば、テレビだけじゃなしに、議員おっしゃるとおり、家の中でインターネッ

トを使って買い物できたり、いろんな便利な面がありますけれども、ただ、費

用がたくさんかかることも事実でありますし、テレビにしましても、やっぱり

個人負担というのは必ずついてきます。それで、そこらへんも、もう少し、こ

れもあんまり余裕ないんですけれども、地域の方々ともう一回じっくりと話し
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合いをもった中で決定をさせていただきたいなと思います。いずれにしても、

５年後にテレビは映らないという家だけはなくす、ということだけはお約束を

させていただきたいと思います。

それから携帯電話につきましては、県は５年以内に和歌山県全域、入らない

ところはないようにするということで、県もしっかり力を入れてくれてますの

で。有田川町も１８年度は、修理川と五郷へも設置をさせていただきました。

これは、５年以内に県の方針に沿って、携帯電話については解消できるのでは

なかろうかと考えています。

それからもう１つ、路線バスの件でありますけれども、去る８月の１日に、

和歌山県の生活交通対策紀中地域審議会部会が有田振興局で開催されまして、

路線バスの業者、これ１０路線中６路線について、有鉄さんの方から１０路線

のうち６路線について最大１日当たり４便減便したいとの提案が出されました。

その中で、花園線については、清水までは平日５便を４便に、土曜日は４便

を３便に、日曜日は４便を２便に、それぞれ減便したい、また湯川線について

は、月曜日から金曜日までの５日、毎日２便運行されていたんですけれども、

火曜日・木曜日の運行を停止したいという提案がありました。主な理由は、議

員おっしゃるとおり、乗降客が少なくなる中で、非常に赤字が出ているという

ことで、この減便を計画されたそうであります。

湯川線については、１１月１日から、そのほかの５路線については１０月１

日から減便が実施される予定であります。なお湯川線については、８月１日の

会議でですね、異議申し立て、継続審議としていただいて、再度、業者との運

行継続についての協議をいたしましたけれども、提案どおり運休をしたいとい

う意向は変わりませんでした。もちろん、これは関係各区長さんとも協議させ

ていただいて、いたし方ないであろうということで、業者の方にもその旨を伝

えております。

その結果、湯川線のみは１１月１日から減便。毎週通っていた運行日誌とい

うのを見せてもらったんですけれども、週に全然乗っていない日が３日ほどあ

ります。先日も清水の地域ずっと、湯川へも行かせていただきました。このこ

とも議題になったんですけども 「やっぱり、ちょっと我がらも乗らなんだん悪、

かったんかな」ということと 「やっぱり、週に１人も乗らない日が３日もある、

んやったら、これもやむを得ないなあ」ということで、関係の区長さんともご

了解をいただいているところであります。さらに今後、有鉄さんの方針とした

ら、恐らくもっともっと、減便あるいは廃線という方向で進んでいくんだと思

います。これだけはできるだけ避けていただくように、また有鉄さんとも今後

十二分に協議をさせていただきたなと思ってます。
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○議長（亀井次男）

２４番、大岡君。

○２４番（大岡憲治）

デジタルテレビの件でございますけれども、町長から話がありましたように、

清水地区で申しますと、遠井で受信ができる所があるんですが、そこから地区

内全域ということは、もう無理だろうということでございますし、また、衛星

によって受信するという方法もあるようでございますけれども、これにつきま

しては、地上系のネットワークが整備されるまでの当面の間の緊急避難的措置

とするということで、暫定的なものであるというふうに書いてございます。し

たがいまして、やはり光ファイバーによる方法でなければ、無理ではないかな

というふうに思いますので、よろしくお願いを申し上げたいと思います。

それから、携帯電話の話でございますけれども、まだまだ金屋地区では、糸

川・黒松・上六川・釜中、吉備地区では田角、清水地区では上下湯川・室川・

沼谷という辺りが通話できない状況にあります。

ちょっと余談になりますが、たばこの自動販売機でのたばこ購入は、来年の

６月から未成年者喫煙防止対策の観点から、カードで成人確認をしてから、お

金かまたはカードでたばこを購入するということになります。これもＮＴＴド

コモのフォーマの電波を利用して、カードにどれだけお金がチャージされてい

るか確認をして、現金で買うか、あるいはそのカードへチャージしている中で

カードでたばこを買うか、というようなかたちになります。これも今申し上げ

ましたように、フォーマの電波を使うことになりますので、比較的ドコモのフ

ォーマは、今までに比べて参入してくれやすいような状況であると思いますか

ら、今後とも引き続いて懸命な取り組みをお願いしたいと思います。

それから、バスの件でございますけれども、何回か対応してくれる中で、ど

うしても減便、これはもう、いたし方ないという状況であり、また区長さんに

も了解をしていただいているというお話でございますが、減便で済んでる間は、

まだ何とか辛抱してくれるという部分があっても、これが運行しなくなる、も

う運休というようなことになってまいりますと大変なことになりますので、そ

うなってきたときに、どのように対応してくれるか、今から考えてもらわなけ

ればならないというふうに思いますので、よろしくお願いを申し上げまして、

一般質問を終わります。

○議長（亀井次男）

町長、中山君。

○町長（中山正隆）

ブロードバンドにつきましては、本当に地域の方といろいろな説明も兼ねて

ですね、ご理解もいただかなければならない点もたくさんあるし、やっぱり財
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政的なこともありますし、考えて、とにかく２０１１年にテレビが映らないよ

うにだけはしないということだけはお約束をしたいと思います。

それと路線バスについては、全便廃止となれば、やっぱり行政の責任として、

当然策を講じざるを得ないなと考えてます。できるだけそうならないように、

地元の方々とも相談していきたいと思います。ただ、住民の皆さん方にも地区

懇でも言ったんですけど、できるだけバスも住民の皆さんに乗っていただくよ

うにご協力のお願いをして、今後それも含めて、進めていきたいと思います。

○議長（亀井次男）

以上で、大岡憲治君の一般質問を終わります。

…………… 通告順６番 ２番（増谷 憲） ……………

○議長（亀井次男）

続いて、２番、増谷憲君の一般質問を許可します。

２番、増谷君。

○２番（増谷 憲）

ただいま、議長のお許しを得ましたので、一般質問をさせていただきます。

私は今回、４つの問題について行わせていただきます。

まず、最初の問題は、先の６月議会においても質問させていただきましたけ

れども、災害対策について、再度伺っておきたいと思います。

前回の６月議会では、農作物への被害対策で質問させていただき、その後７

月の大雨や台風等による大きな被害も出て、今議会では、災害関係の補正で２

億円弱を予算化いたしました。しかし、農作物への被害対策でも収穫時期にな

らないとわからないとか、農地等への災害復旧にいたしましても、結構お金が

かかりますから、余裕がない農家では断念せざるを得ないことも出てまいりま

す。このような状況が続きますと、農地の荒廃と集落の維持が困難になりはし

ないか、また、ひいては、離農や限界集落をつくることにつながっていきはし

ないかと大変心配いたします。今後、このような被害がいくらでも想定できる

異常気象の中で、どうしても対応策を考えていく必要があるのではないかと思

います。

まず、家屋や農作物への被害対策や、補助対象にならない小規模ため池の復

旧に一定の基準を設けて、災害見舞支援金のようなものを創設してはどうか。

その際に、基本として復旧に町内地元業者を優先することを前提にしておくこ

とが大切ではないかと思います。

第２に、６月議会でも提案させていただきました新しい支援策として、県や

有田郡市の各自治体と農協との広域で、ミカンやウメ、スモモ、キウイ、サン

ショウ、花卉など有田川町における主要品目を決めて、そして基金を積み立て
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ながら、被害が出た場合、一定の基準で農業維持継続的性格を持つ見舞金制度

をつくってはどうか。

そして、今後の身近な対応策として、まず第１点目として、最近よく降りま

す 雹 においては、年間を通じて６月に降ることが多いと一般的に言われていま
ひょう

す。そういう意味では、気象情報などもつかみながら、被害が出そうな時期へ

の注意喚起の啓発を徹底すること。

２点目として、自然災害の発生時期を考えて、栽培時期の調節ができないか、

専門家の知恵も借りながら検討してはどうか。

３点目として、 雹 被害を防ぐネットなど、こういう防風・防 雹 ネットなど
ひょう ひょう

多目的防災網の対応も考えられるのではないか。こういうネットへの補助もど

うか。

４点目として、融資制度を検討するということであれば、利息分の町や県、

そして農協での負担と据え置き期間の実施はどうか。

第３に、土砂災害現場で改めて痛感したわけですが、家屋や道路、側溝等へ

土砂が流れ込んできたときの撤去作業において、地元に業者があれば地域もよ

く知っており、すぐに対応してもらえることになります。そういう意味では、

災害時の対応で、町が協力関係をつくっておくことも、たいへん大事ではない

かと思います。

第４に、今後、林道の法面等の崩壊が常につきまとう中での対策をお聞きし

たいわけですが、この議会においても土砂撤去の予算として２００万円を予算

化しておりますが、林道を整備すればするほど、こういう維持修繕のための費

用が今後必要となってきます。

第５に、林道沼谷清水線、これは地元の区長さんから聞いた路線名で、正式

にはこういう路線名ではないかも知れませんが、この路線での２カ所の路面が

ずれていて、いつ崩れるかわからない中で、早急に対応する方が、今後のこと

を考えると経費的に安くつくのではないか。また、林道三瀬川清水線の今後の

改修についてはどういう計画になっているのか、あわせて伺っておきたいと思

います。

２つ目の問題に移ります。後期高齢者医療制度についてであります。

この医療制度は、来年４月から実施されますが、県下の市町村で構成する広

域連合で、制度の中身や運営について協議されるため、各市町村ではどのよう

な状況になっているかわかりません。そこでまず、これまでの広域連合での協

議も踏まえて、どのような制度になっているのかご説明をいただきたいと思い

ます。また、問題点を把握されておられるのかどうか伺いたいと思います。

第２点目として、早急に保険料の試算額を出すよう広域連合へ働きかけられ

たい。
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第３点目として、保険料の引き下げ、減免制度と保険料滞納による保険証の

取り上げをしないように働きかけをしていただきたい。

第４点目として、広域連合への高齢者の意見聴取、各議会への報告、議会開

催の傍聴とその周知を徹底されるよう働きかけをされたい。以上です。

そして、３つ目の問題に移ります。

ＪＲ藤並駅プラットホーム延長の予算化等についてでありますが、今議会に

藤並駅の上下のプラットホーム延長工事の予算、６，９１６万７，０００円が

計上されています。また、既に駅舎改築に町が９億８９３万円出すことになっ

ていますから、駅舎関係の工事費だけでも９億７，８０９万７，０００円とな

ります。駅舎改築に町が全額出すわけですから、いわゆる寄付行為、請願駅に

あたります。

これまでの説明で、６両編成の特急であればホームの延長は必要でないとい

うことでありました。ですから、今回の延長工事は、主に特急の９両編成に対

応した予算化といえます。

今回のホーム延長工事費は、１メートル当たり約９５万円弱にもなります。

駅舎改築に関わる予算化はもうないだろうと思っていました。というのも、今

の財政難の中で各課に配分した予算以内でまとめよと言われたり、数万円単位

の補助金を削ったり、各学校でとっていた新聞も切ったり、道路の維持修繕費

も十分でないという状況にあるからです。

そこで伺いますが、ホーム延長工事の予算は、当初からＪＲ側で持つように

ならなかったのか。働きかけをされたのかどうか。とにかく特急をとめてもら

う条件として、工事費をもつことが前提になっていたのではないか。ＪＲ側か

ら言われたのか、町の方から先に提案されたのか、ご説明をいただきたいと思

います。

第２点目として、特急の停車についての見通しですが、現在、箕島、湯浅駅

停車の特急が大阪方面行きで９本、白浜方面行きで１１本です。ですから最大

限この中から数本とまるということになります。６両編成で、各上下で各何本

とまる見通しか、またそのうち、９両編成で何本とまる見通しになっているの

か、お答えいただきたいと思います。

最後の質問に移ります。清水地区マイクロバスの更新についてであります。

町有自動車管理規定第１条には、町有自動車の適正な管理及び効率的な運用

を行うため、必要な事項を定めるとあります。最近、ある行事に使いたいとい

うことで清水のマイクロバスの使用願いを出したら、県外といっても大阪市内

でありますが、使えないと言われ、なぜなのか疑問を持たれたと言います。結

局、使えなかったため行き先も変更されたようですが、それで私も清水行政局

に問い合わせをいたしますと、主に車の老朽化によるものであることがわかり
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ました。

このマイクロバスは、もともと、清水の社会福祉協議会が持っていたものを

町が譲り受け、平成４年８月から利用して今年で１０年、社会福祉協議会から

の利用を入れますと１６年目に入ります。それでも運転手さん達のご苦労で整

備はしておりますが、老朽化でエンジンが古く振動が大きい、クッションも悪

く高速道路の走行はしんどいということでした。

最近、補助席の支柱が折れ、そこに座っていた方が危うくけがをするところ

でありました。部品も少なくなって修理にも苦労されたようです。

また、消防の幹部研修のときにもこの車を使ったそうですが、吉備の赤バス

と二川温泉のバスの３台で行ったそうですが、国道４８０号線、川口地内から

長谷川地内に抜ける尾岩坂に差しかかると、力も弱いため２台に離されていく

くらい走れなかったそうです。

マイクロバスは、様々な学校行事や社会教育の行事、福祉関連の行事など様

々なかたちで利用されています。また、町主催などの行事があるごとに清水か

ら金屋や吉備へ行かなければならないことが多くなっています。

町内の財産台帳には、マイクロバスは３台となっていますが、吉備の赤バス

は、吉備地区の小中学校が先に押さえるので、なかなか使えない状況にありま

す。もう１つは、二川温泉の送迎用に使うマイクロバス。このような状況の中

で、各方面に使えるのはこの老朽化したマイクロバスとなります。

現に、清水地区の小中学校の利用も多く、特に今年の７月の利用は多く、３

１日中２８日利用されています。また小川小学校や生石小学校からの利用、吉

備の観光協会から、赤バスが使えなかったので伊丹空港まで迎えに来てほしい

と言われ行ったこともあったそうです。

バスの利用回数をみても、平成１８年度実績で年間１０２回、なんと３．６

日に１回の利用です。赤バスの利用は２日に１回の利用状況ですから、なかな

か取れない中で、清水のマイクロバスの重要性と必要性は明らかではないでし

ょうか。

このようなことから見て、何よりも安全走行の観点から、さらに、様々な事

業推進のためにマイクロバスの更新はどうしても必要ではないでしょうか。早

急に検討すべきではないか。更新に必要な金額は６００万円前後で済みます。

財源は、地域振興基金３億円の使い方の計画に入れていただければよいと思い

ますが、いかがでしょうか。

以上をもちまして、第１回目の質問を終わります。

○議長（亀井次男）

町長、中山君。
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○町長（中山正隆）

増谷議員さんの質問にお答えをしたいと思います。

まず第１点目の、家屋、農作物、小規模ため池への被害支援策、天然自然災

害によるこれらの支援策について、被害の状況によるものと思われますけれど

も、激甚災害指定等、指定要件によると思われますが、町としては民生安定を

第一と考え、状況に応じた支援策を講じてまいりたいと思います。

今年も修理川で、４号台風、何軒かの民家が被害に遭われました。増谷議員

さんもいち早く現場に飛んで来てくれておりましたけども、これも要綱で言え

ば、町道以外のことはできないという要綱もありますけれども、現場へ行って、

あの現状をつぶさに見たとき、行政としてその規定どおりにやっていけばいい

のかと言えば、やっぱりそうでないということを私自身も現場で確認をしまし

て、早急にブルドーザーを入れて除去させていただきました。こういったこと

も今後必ず起こると思いますので、その状況に応じて臨機応変に、町として何

をやらなければいけないのかということを考えながら、今後もそういうことに

対処していきたいと思っています。

こういったことについては、地元の業者さんにも急に協力をいただけねばな

らないということもございまして、それぞれの町で今まで災害のときの建設業

界との協定書を結んでおります。これも、合併した中で、有田川町と有田川町

の建設業界との災害の協力協定というのを早急に結ぶように、今、協定書の作

成中であります。これも近日中に必ず、地元の業者さんと支援対策についての

協定書を交わしていきたいと思っています。

また、６月議会にご質問をいただきました災害時の農作物について、農協あ

るいは県、広域で基金を積み立てて充てたらどうかというご意見でありました

けれども、農家にとって被害に遭われるということは、非常に悲しいことで、

生産意欲というのも減退してきますし、被害に遭われれば何ひとつ農家にとっ

てはよいことはありません。

議員提案の見舞金制度についても、そうしたときのために関係者が基金を持

ち寄って活用してはということでございますけれども、総論としては、議員さ

んの趣旨は理解できても、いざ運用となると、たいへん膨大な事務処理が必要

と思われます。見舞金制度とは少し異なるかもしれませんけれども、現在、農

業の共済制度というのがあります。共選に入っている方は多分入っていると聞

いていますけれども、そういう制度を今後さらに、みんなにも分かってもらう

と同時に、活用していきたいと思います。

それから、収穫期を迎える中で、被害に遭われた農家の資金の需要動向を見

極めて、今後ＪＡさんとも協議をしながら、利子補給なり考えていきたい、努

力をしていきたいと思っています。
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それから、雹の情報を流して注意喚起を促したらどうかということでありま

すけれども、現在、霜等については行政無線や農電などで、発生する恐れがあ

るときは注意を促していますけれども、雹については局地的に、突発的に発生

するということで、非常に予測が困難と思います。一度、関係機関にも問い合

わせて、もし対処できるのであれば、情報提供していくよう取り組んでいきた

いと思ってます。

それからもう１つ、いろんな農作物の栽培時期の調節をしたらどうかと言う

んやけど、これはハウスとか施設であれば、ある程度、温度調節によって抑制

なり促成なりかけることができますけれども、路地については、栽培時期の調

節というのは非常に難しいんと違うかなと考えています。

それから、防災網の対応について。これは、地形的な問題とか作業の効率面

からも問題がたくさんあると思われます。そうした要望が数多く、 雹 の対策に
ひょう

そういうものが必要だと数多く寄せられたとき、一度検討してみたいと思いま

すけれども、これも保全施設への直接補助になりかねませんので、これは補助

事業としては、ちょっと採用しにくいんかな、難しいんかなと現時点では思っ

ています。

それから、林道沼谷線の改修でありますけれども。これについては、おっし

ゃるとおり何箇所か常時崩落しているところもあると、地元区長さんからもご

要望をいただいています。これについては、清水行政局にいる職員が、週に１

回は必ず点検を兼ねて回っています。崩落した場合は別として、常時週に１回、

回らせております。それから、林道については、また何本か開通していきます

けれども、切っただけで放っているので、崩落は必ず起こります。今回も実は

補正で２００万上げたんですけれども、実際には県の予算が５，０００万ほど

余っていまして、お前のところも２００万持ってくれと、そしたらこの５，０

００万を全部つぎ込むということで、到底今回の災害においては２００万とか

そういうのでなくて、何千万とか要るのかなということで、今後もこういうこ

とが起こるという想定の中で考えていかなあかんなということを思っています。

それから、林道三瀬川清水線、これは現在、延長９メートル、高さ５メート

ルが崩壊しております。ちょっとこれ災害では無理だという結果が出ておりま

すので、維持修繕で今後対応していきたいと思います。

それともう１つ、清水行政局にあるマイクロバス。聞くところによりますと、

もう１６年経過していると。議員おっしゃるとおり、先日も急ブレーキ踏んだ

ら座席がひっくり返って、もうちょっとでけがするんだったということを聞き

ました。これも何とかしなければということで今、協議しています。今すぐと

いきませんけれども、毎年宝くじの補助金といいますか、これをいただけるの

で、これへ何とかのせて買いかえられないか。これはある程度のいろんな要件
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がございます、これへ使うのに。恐らくいけるんと違うかなということであり

ますので、来年度にはその方向で進めていきたいなと思います。

次の藤並駅のホームの延長、当初からという話ですけれども、実はホームに

ついては、議員わかっていたかどうかわかりませんけれども、もうこれ前々か

ら約５０センチぐらいの段差がありまして、これも堀江議員さんも２回か３回

このことについてもご質問いただいて、これも何とかせなあかんなということ

でＪＲにお願いしても、なかなかしてくれません。段差についても何も藤並駅

だけじゃなくて、まだまだ方々のところがついているようであります。それで

今回、特急をとめるという中で、ホームの延長というのは必須条件でありまし

て、これもやっぱり町負担でやらなければいけないと理解をしています。

それから、特急を何本とめるのかということでありますけれども、有田川町

の要望としては、上下６本ずつ、合わせて１２本ということでお願いをしてま

して、先日も仁坂知事さんの方から、有田川町はこの有田郡の中核の駅になる

んやと、特急すべてとめてほしいという知事の署名でＪＲの方にも要求を出し

てくれています。いずれにしても、間もなく秋のダイヤ改正にあわせて決定し

てくれるんだと思っていますんで、この何本かについては、早急にＪＲと話を

詰めていきたいと思います。

９両編成については、年間上り２４本、下り２１本通ってます。

それと、ちょっと飛ばして抜かったんですけども、後期高齢者医療制度につ

いて。これ来年の４月から実は始まるわけなんですけれども、県の広域連合と

しては、保険料の決定とか、そういうことは今作業中であります。後で担当課

の方から説明あると思いますけれども、いろんな問題点があると思います。国

保から離れて、今までやったら１回かけて、また国保かけて、またこういう高

齢者の いろんな問題があると思います。これも先日の今回の解散を受けて、

この広域連合の国の方では見直さなあかんなあというような話もされています。

その中で、この広域連合の理事会というのが議会とは別にありまして、僕も

それに参加するんですけれども、意見聴取とか各議会への報告、これについて

は今後、広域連合の方へ強力に申し伝えます。

それと各議会への報告ということですが、うちからも１名この議会へ参加し

てくれています。この議事録については、別に隠すものでもないんで、参加し

ている議員さんに言ってくれれば、すぐ取り寄せられると思います。

以上です。

○議長（亀井次男）

住民課長、星田君。

○住民課長（星田仁志）

後期高齢者医療制度について、町長の補足説明をさせていただきます。一部
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重複するところがあると思いますけれども、ご容赦願いたいと思います。

まず１番目の、どのような制度で、問題点を把握しているかとのご質問でご

ざいますが、まず制度について簡単に説明申し上げますと、平成２０年度から

現行の老人保健法が廃止されまして、７５才以上の方、それから６５才から７

４才までの寝たきりなどの方を対象に、後期高齢者医療制度というのが創設さ

れるわけでございます。この医療制度の運営主体となるのが、県内３０市町村

が加入しております広域連合でございます。医療機関への自己負担でございま

すが、原則１割負担となります。但し、現役並みの所得がある方については３

割負担となります。財源構成の負担割合でございますが、国・県・市町村の公

費で５割、現役世代からの支援が４割、高齢者の保険料が１割という負担割合

となっております。

保険料の賦課徴収につきましては、介護保険と同じように、後期高齢者一人

一人に対して保険料を賦課徴収いたします。保険料の軽減措置でございますが、

低所得者の所得水準に応じて応益保険料、均等割のことなんでございますが、

７割、５割、２割の軽減措置がございます。それと、今まで扶養されていて保

険料を負担してこなかった高齢者の方については、急に保険料が賦課されるよ

うになりますので、緩和措置として２年間応益保険料を５割軽減することにな

っております。

また、保険料を年金からの天引きになるわけでございますが、介護保険と同

様、年額１８万円以上の年金受給者の方を対象に年金からの天引きを行います。

但し、介護保険料と合わせた保険料額が年金額の２分の１を超える場合には、

天引きの対象としないで普通徴収、いわゆる窓口で支払っていただくことにな

ります。

それから、問題点を把握しているかということについては、問題点というか、

今までの制度と変わるところがございますので、高齢者の方が疑問を持たれた

りするところがあるかと思います。まず、新たな制度でございますので、今後、

より一層の制度の周知が必要であると考えます。主なものとして、今まで保険

料を支払っていなかった社保の被保険者、国保の世帯員であった方が自分で保

険料を支払うこととなりまして、しかも年金受給者の方は年金からの天引きと

なることでございます。町内で約８割の方が、年金からの特別徴収となる見込

みでございます。それから、現行の制度では、老健の方は、国保税を滞納して

いても被保険証を発行しておりましたが、今後は、滞納すれば短期被保険者証

及び資格証明書を発行するようになってきます。

２番目の、早急に保険料の試算額を出すよう働きかけられたいとのご質問で

すが、先日、広域連合会の方へ問い合わせをしたところ、広域連合では現在、

鋭意試算作業を行っており、１０月上旬を目途に試算額が算定されると見込ん
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でいるとのことです。算定されれば、１１月の広域連合議会に上程していく予

定だと聞いております。

３番目の、保険料の引き上げ、減免制度と保険証を取り上げないよう働きか

けを、とのご質問ですが、あくまで国の制度でございます。広域連合に対して

は、幹事会等において、今後の保険料条例の制定等については、適正な制度と

なるよう働きかけていきたいと、このように思います。

４番目の、広域連合へ高齢者の意見聴取、各議会への報告、議会開催の傍聴

と周知とのご質問でございますが、これについても広域連合の方へ問い合わせ

をいたしました。広域連合では高齢者の意見聴取については、高齢者に限った

意見聴取ではないが、要望に応じて各市町村の関係団体等に対しての制度の説

明会を実施して、その場で制度に対する要望、質疑等の意見聴取を行っている

とのことでございました。

また、広域連合議会に対して請願・陳情等を行っていただけるとのことでご

ざいます。各議会への報告については、町長も申し上げましたが、関係市町村

選出の連合議員さんに対して会議録を送付しているとのことですけれども、会

議録については、町議会の方へも送付するよう申し入れていきたいとこのよう

に思います。

議会開催の傍聴と周知については、広域連合のホームページに議会の開催予

定を掲載して、傍聴案内についても今後掲載する予定であるとのことでござい

ます。また、可能であれば、市町村のホームページ等でも案内を出してもらえ

るよう今後依頼をしていくとのことでございました。

以上でございます。

○議長（亀井次男）

２番、増谷君。

○２番（増谷 憲）

２番、増谷です。再質問を行わせていただきます。

最後の、マイクロバスの更新については、よろしくお願いしておきたいと思

います。

まず、災害対策から伺いますが、見舞金制度なりの創設については、総論的

には賛成だけれども、実際進めるとなると、いろんな関係で事務量が大変だと

いうことなんですけども。しかし、全国の事例を調べてみたんですけどもね、

結構やっぱりつくられていて、有効に活用されているという状況にあるんです。

例えば、これは調布市ですけども、農作物等災害見舞金の支給に関する要綱

というのをつくってあって、この中で支給対象者とか明記されてあって、共済

みたいなかたちで、どれくらいの面積があって、その面積当たりにいくらかの

お金をかけて出していこうという制度なんですよ。内容見てても、そんなに煩
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雑な内容のものにならないものがあります。

それから、新潟市なんかでは、小災害の見舞金支給要綱というのをつくって、

数万円単位の１人世帯から５人世帯、夏場と冬場に分けて２万円から５万５，

０００円とか、家の半壊、崩壊とか、浸水とかに対しても出すという、そんな

やつをつくっておられますので、ぜひそういうのを見てもらいながら、ぜひ考

えていただきたいなと思うんです。

私、じゃ、町のその制度にどんなものがあるかって改めて見てみたんですけ

ども、町の場合、災害関係の条例とか規定というの、２つしかないんですよ。

町長さんご存じですか。１つは知っていると思うんですけども、災害弔慰金の

支給に関する、これは全国の市町村でつくっておられますけども、これなんか

見ましてもね、実際災害を受けても、適用されるというのは災害援護資金の貸

付なんです、これも。利息が年率３％いるんですよ。据え置き期間は１０年あ

るんですけども、やっぱり利息も高いしね。これではなかなか利用しにくいな

あというのが私の思いです。

もう１つは、総合災害補償規程というのがあるんですけども、これは社会教

育の関係で出るもので、全然実態にあわないので、普通の災害については。だ

から、これではやっぱりいくら条例をつくっても、こういうものでは対応でき

ないのが現実です。ですから、今、提案させていただいたことも含めて勉強し

ていただいて、担当課と、ぜひ前向きに検討していただきたいなというように

思います。

それと、共済のことも話をされましたけども。共済、この辺で言いますと、

中部共済になるんですね。それで私、中部共済で調べてみたんです、どれだけ

実績あるか。平成１３年から１７年、温州ミカンの共済と指定かんきつ共済。

指定かんきつ共済というのは、八朔やネーブルとか清見とかですね。その実績

を見ますと、平成１３年で１戸平均が４８万円余り、１４年が２１万、大体２

０数万の平均できてて、５年間の平均が２７万しかないんです、出しているお

金が。指定かんきつの方は平均で６万８千円しかないと。だから、これもお金

の額も少ないし、実績も少ない。

というのも、自分の園地の被害がいくら大きくても、自分の園地の被害だけ

でなくて、その地域全体の畑に占める被害の割合がやっぱり関わってきますの

で、全体の被害が出ないと、こういう制度もなかなか活用できないのが現状だ

と思うんですよ。ですから、そういう点では、さっきから言っています点で、

ぜひつくっていただきたい。それとあわせて、いろんな進めていく上で、災害

が起こった場合、相談窓口をぜひその場に応じて早急につくっていただいて対

応してもらう、ということも提案しておきたいと思います。

その点、後で答弁いただきたい。
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それから、プラットホーム延長の問題なんですが、町長さんにこういう資料

を渡していると思うんですけども、見ていただけましたか。 それです。蛍

光ペンで塗った所を見てほしいんですが、そういう内容ご存知でしたか。どう

ですか。 初めてですか。

このプラットホームの延長、かさ上げは確かにしなければならないんですけ

ども、今の特急のとまる本数ですね、だいたい上下６両編成で各６本ぐらい。

それから９両編成は年間で何本とおっしゃいましたけども、これ計算しました

ら、月にだいたい２回ぐらいなんですね、とまるのが。そういう点で言うと発

着回数が極めて少ないということと、それから９両編成というのは６両と３両

で来るんですね。６両目と７両目が移動できないということですね。なぜかと

いうと、途中で切り離して、例えば京都とかその辺へ行くように３両だけ別に

してつなげて走っているという、そういう仕組みになっているわけですね。だ

から、その短いのは分かるんですが、でもその７両目を考えますと、今のプラ

ットホームの長さで、例えば３両分の部分は十分僕は対応できると思うんです

よ、計算したら。それをひとつ指摘しておきたい。

それから、町がこんなにもう向こうの言いなりで出すという問題で、ちょっ

と指摘しておきたいのが、その資料なんです。で、地方財政再建促進特別措置

法の一部改正が出されたときに、自治省の財政局長が８７年３月の通達として、

「国鉄民営化後の旅客鉄道株式会社及び日本貨物鉄道株式会社に対する地方公

共団体の寄附金等の支出について、自治導第１７号」というのが出されている

んです。これは、自治体が国や公益法人等に寄付を強請され、または自治体側

から自発的な寄付と見せかけるような負担をすることは、地方財政の秩序を破

壊することから、地方財政再建促進特別措置法で寄付の禁止を明文化している

んです。つまり、民営化前の国鉄に地方自治体などが駅などの改修するお金を

出すことを制限しているわけです。それが国鉄が民営化されても、従来からの

経緯や衆議院、参議院の付帯決議等に鑑みて、禁止されていることの趣旨は、

ＪＲに対する寄附金等の支出に対しても継承されるという内容なんです。

わかりますか。だから、基本的に出したらあかんよということを言っている

んです。自分とこでしなさいよという通達なんですよ。だから、このことは市

町村にも常に示していると。だから、この趣旨のように考えれば、せめてプラ

ットホームの延長予算ぐらいはＪＲと再度協議して、ＪＲに持ってもらうべき

ではないかと私は言いたいわけです。

この点、町長さん、また後でご答弁ください。

それから、最後の後期高齢者なんですけども。私は、いろんな問題点がある

ということで指摘しておきたいんですけども。まず、保険料に対して、全国平

均は月６，２００円と試算していると思うんです。介護保険料と合わせて月１
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万円近くのお金が年金から天引きされる計算になってきます。その中で、サラ

リーマンの息子などの扶養家族として入っていた方が全く要らんなんだのに、

今度から別立てになりますから、こういう方々が即負担増になります。激変緩

和措置があったとしても、それ以降になります。

それから、後期高齢者とか医療費が増えれば、自動的にこの保険料が引き上

がっていく仕組みになっているという問題点です。

それだけではなくて、葬祭費や保健事業、こういうものを進めていくと、保

険料で賄えということになりますから、実際の保険料よりもさらに高くなると。

ある県の広域連合の説明では、国保並みに５万円の葬祭費を支給するとなると、

さらに月額２５０円の保険料の値上げとなっていくと、こういうふうに指摘し

ています。

それから、現役並み所得者、夫婦２人世帯で年収５２０万円以上ある方は、

こういう高齢者というのは公費負担の対象にならないために、本来持つべき財

源の内訳として５０％公費であるのが、こういう関係から４６％に下がって、

その分国保などの支援金からの負担率が４０％から４４％に増加していくとい

うことが出てきます。

それから、他の医療保険からの支援金ですけども。健康保険や国保から拠出

されるために、０才であっても０才からも徴収していくことになります。

また、前期高齢者で年金月額１万５，０００円以上あれば、来年から国保税

の年金から天引きしていくと、こういうことも入っています。滞納すれば保険

証を取り上げられるということも、さっき説明ありましたが。

それから２つ目に、医療の制限というのが出てきます。後期高齢者というの

は、医療の特性に関することが多いので、医療を制限していくと。診療報酬の

包括払い化。定額制にして。今は出来高払い制ですからちゃんとなっています

けども、これが包括払いになると、１カ月の治療費がいくらと決められますか

ら、超えた部分は病院の持ち出しになり、結局、高齢者は病院から追い出され

ることになっていくと、こういう大きな問題点もあります。

それから３つ目、基本健診は努力義務。従来の老建では基本健診はきっちり

とやっていましたけども、来年４月からは廃止されます。ですから、今後は各

広域連合の判断による努力義務になりました。これも問題点です。

それから、世代間の分断のしかけ。現役労働者が支払う保険料は、現役世代

の医療費に使われる一般保険料と高齢者医療支援に使われる特定保険料に分け

られます。給与明細などにこういうことが示されることになりますから、高齢

者医療に使われるお金を目に見えるようにして、現役世代と高齢者を分断させ、

高齢者の負担増や医療内容の劣悪化をやりやすくしようとする内容になってい

ます。
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このように、いっぱい問題点が出てくるわけです。そういうことにならない

ように、僕はこういう制度は中止、もしくは凍結すべきだと思うんですが。保

険料を高くしない設定のことで、これは制度の趣旨から仕方がないという答弁

でありましたけども、例えば収入の仕組みを考えたら、県補助金や町補助金や

広域連合補助金からも出すことになっていますから、この部分を増やせば、保

険料を低く抑えることができると私は思います。

それから、減免制度は今考えられているそうですけども、ぜひ働きかけてい

ただきたいというふうに思います。

今の点で、再度ご答弁をいただきたいと思います。

○議長（亀井次男）

町長、中山君。

○町長（中山正隆）

農家の見舞金制度については、もう一回いろんな事例調べて、検討させてい

ただきたいと思います。

国鉄の今の法律、僕も知っています。これＪＲだけでなくしてですね、道路

公団にもこういう法律が適用されます。この藤並駅については、何ら問題ない

と考えています。

○議長（亀井次男）

住民課長、星田君。

○住民課長（星田仁志）

保険料については、ただいま広域連合の方で試算しておりますので、その結

果を見て判断していきたいと思います。基本健診の方も、広域連合でも、まだ

はっきり決まっておりませんが、やっていきたいという考えであると聞いてお

ります。ただ、実際お金を広域連合で出して市町村に委託するとか、そういう

ふうなかたちになっていく可能性があるかなと思うんですけども。

それと、保険で受けられる医療が制限されるんではないかという質問だった

と思うんですけども。制度的には、医療の制限をかけていくということではご

ざいません。例えば、病院の都合で何カ月か入院した後、退院しなければなら

ないっていう、それは病院が勝手に、悪く言えば儲けを考えてやっていること

であって、制度的には退院しなければならないというようなことにはならない

と思います。

それと、高齢者人口が増えれば、後期高齢者の負担割合が自動的に引き上げ

られるのではないかということですけれども。まあ、負担割合については、先

ほども申しましたように、公費５割、現役世代の支援が４割、高齢者の保険料

が１割と決まっておりまして、高齢者人口が増えても、この負担割合は変わり

ません。保険料には確かに反映されていくわけでございますけれども、高齢者
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人口が増えれば、個々の保険料でなく全体的な保険料が増額というふうなかた

ちになってくるかと思います。

○議長（亀井次男）

２番、増谷君。

○２番（増谷 憲）

増谷です。最後の質問させていただきますが。

後期高齢者医療については、住民課長さんのその認識は、やっぱりちょっと

甘いと思います。絶対に上がってきます。間違いないです。見といて下さい、

絶対に上がってきますから。

町長さんに再度伺いますが、プラットホーム延長の予算化の問題ね、問題な

いって。私が言いたいのは、結局、今、ほんまに財政が大変になってきて、数

万円の補助金すら削ってきてね。清水なんかでは町道の維持修繕すら、なかな

か思うようにつけてくれないということが地域審議会で出されるわけでしょ。

そんな中でね、延長せんでも、今のかたちで９両編成がとまれるし、降りられ

るし、十分対応できると。ただ、かさ上げはせんなんで。そういうことの中で

ね、ＪＲ側の中で、むげに受けていっていいのかという、姿勢の問題なんです

よ。だから、こういうふうに国会の中でも問題になって、あんまりそういうこ

とはよくないですよと指摘しているんですよ。そこをしっかり踏まえて協議し

てほしいんですよ。再度、僕は協議すべきだというように思っています。

もう一回指摘しておきますが。これは８６年、ちょっと古いんですけども、

衆議院予算委員会でこういうふうに出されています 「今まで自治体が全部持た。

されたりしたので、地方財政再建促進特別措置法の規定ができた。国鉄の駅舎

をつくるのは国鉄がつくるのが原則。ただ、地方団体の利益がある場合には認

めている。そのときにも全部が全部地方が持たなければならないという理屈は

ない。国鉄の営業に関するものまで地方が持つというのは筋が違う。さらに民

営化したのだから、当然自己の最大限の努力をすべきである。ＪＲは他の民間

鉄道以上の固定資産税の特例も設けている。地方団体の財政負担ありきは当然

という発想、そういう体質をまず変えていただく必要がある」ということなん

ですよ。ですから、新駅の建物はＪＲの資産にもなるわけですから、その上で

営業成績を上げるために使われるわけですから。今、民間は民間に任せよ、官

から民へとよく言われますけども、これは逆行しているんではないかと私は思

います。そのことを指摘して、町長の認識を伺って終わりたいと思います。

○議長（亀井次男）

町長、中山君。

○町長（中山正隆）

藤並駅についてはですね、何か、清水の道を放って吉備だけいい目している
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というような発言ですけれど、これやっぱり有田川町の町民がですね、等しく

町の玄関口として発展をしてほしいという中で、改造も多額のお金をかけてや

らせていただいています。

それで、エレベーターを今回２機つけるわけなんですけれども、私としては、

町民の要望に応えて駅の改築になるよう進めてきたつもりであります。やっぱ

り、特急をとめてもらおうと思えばですね、ある程度ＪＲの意見も聞き入れな

ければならないし、その中で決断したことで、とまれば町民のみなさん方が喜

んでくれると信じてます。

○議長（亀井次男）

以上で、増谷君の一般質問を終わります。

暫時休憩いたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～

休憩 １４時１２分

再開 １４時３９分

～～～～～～～～～～～～～～～～～

…………… 通告順７番 １番（尾上武男） ……………

○議長（亀井次男）

再開いたします。

続いて、１番、尾上武男君の一般質問を許可いたします。

１番、尾上君。

○１番（尾上武男）

議長の許可を得ましたので、一般質問をさせていただきます。

私は、防災対策について質問いたします。私は３月議会でもこの問題を取り

上げて質問をしておりますが、また違った面からでも質問をします。

東南海・南海地震が起こると予想されておりますが、昭和１９年に東南海、

２１年には南海地震が起きております。また、水害では２８年に起こっており

ます。あれから既に５０～６０年が過ぎ、災害は忘れたころにやってくると言

われております。いつ起こっても不思議ではありません。災害に対しては、町

はどのような対策をしているのか、次の５つの点についてお伺いいたします。

まず第１点目に、住民に対して、どのような防災学習や訓練を指導している

のか。各自治体との協議などを行っているのか。

２点目として、危険箇所のマップを作成しているのか。例えば、土砂災害箇

所、地震による危険地域の把握など、どのようにしているのか。

３つ目には、各戸の耐震補強と家具その他の転倒防止への支援、特に一人暮

らしや老人だけの家庭、障害者のいる家庭に対して、どのように支援をしてい
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くのか。

４点目に、旧町間の消防団の出動エリアの見直しについて、特に隣接する徳

田・吉原、丹生・庄、金屋・徳田、岩野河・粟生などの、お互いに協議ができ

ているのか。消防団は、有田川は１本になっていると思いますが、どうなって

いるのかお伺いします。

最後に、避難箇所の整備についてであります。このことについては、３月議

会でも質問をしておりますが、避難箇所の耐震補強などの調査をしているのか。

以上の５点について、質問をいたします。

これで１回目の質問を終わります。

○議長（亀井次男）

町長、中山君。

○町長（中山正隆）

尾上議員さんのご質問にお答えをしたいと思います。

まず、第１点目の住民への防災学習と訓練でありますけれども。

おっしゃるとおり、東南海・南海地震が、ここ３０年以内に極めて高い確率

で起こると言われています。防災におきましては、毎回毎回、言っているとお

り、今後、住民の皆さん方の意識というのが極めて重要なことだろうと思いま

す。自分たちの地域は自分たちで守るという自助意識が、防災時の被害をでき

るだけ軽減できる方法の１つであると考えてます。また、災害時におきまして

は、地域において、町や公民機関等、また隣接地域等と協力し合いながら助け

合う協働ということも不可欠であります。こういったことなどを平常時におい

て地域で話し合ってもらうこと、また、それぞれの関係機関が親密に連絡を取

り合うことを目的としまして、自主防災組織、これは全部の区にはできていま

せんけれども、もう現在、かなりの区が立ち上げてくれております。また、地

区役員とか消防団、消防本部、消防関係機関の方々の合同による学習会的なも

のを本年度中に開催したく思っていまして、今準備中であります。

また、危険マップの作成、土砂災害、地震による危険地域箇所の把握という

ことでありますけれども。防災マップにつきましては、合併前の町において作

成していまして、各戸へ配布をした経過もございますが、有田川町の防災マッ

プにつきましては、町の面積が非常に広大ということもありまして、地域防災

計画の策定の中で、今後検討していきたいと考えています。

また、土砂災害地震による危険箇所の把握につきましては、現在和歌山県が

公開しています和歌山土砂災害マップと、地震安心まちづくりナビ等によりま

して、土砂災害危険箇所が地図上で見えるようになっています。大きなエリア

の情報としましては、こういったものを活用していかなければならないと思い

ますけれども、実際、地震等の災害が発生した場合には、どこの家が倒壊の危
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険があるのか、一時避難するには、どこへどのルートを利用すれば安全なのか、

また安否の確認が必要な方はどなたなのか等々といった細かい情報につきまし

ては、やはりその地域の方々に頼らなければならないというのは現状でありま

す。そういったことからも、これから各地域の詳細を、地域の住宅地図などに

落としてもらい、自ら日常から災害時に備えて話し合いをもってもらうとした

図上での訓練の方法や必要性なども、先ほどの学習会を通じて推進徹底をして

いきたいと考えています。

各戸の耐震補強と家具その他転倒防止への支援でありますけれども。阪神淡

路大震災での死因の８割が家屋や家具の倒壊等による圧死によるものと報告さ

れていることからも、将来起こりうる東南海・南海地震の災害を軽減するため

には、耐震と家具等の転倒防止対策が不可欠であると考えております。建築基

準による耐震強度の見直し前である昭和５６年５月３１日以前に着工されまし

た木造住宅につきましては、国・県・町が費用を負担する耐震診断事業や、簡

易な耐震診断チェックシートなどの活用により、我が家の危険度を知ってもら

うことが必要であり、耐震改修に向けては、県と町が実施している耐震改修事

業や住宅金融支援機構等の融資制度などの活用の推進もあわせて行っていきた

いと考えています。

また、家具の転倒防止策につきましては、簡単にできることも多く、また費

用もあまりかかりませんので、これも学習会等を通じて住民の皆さん方に認識

の徹底を図っていきたいと思っています。

それから、旧町別の消防団の出動エリアの見直しについてでありますけれど

も。現行の火災における消防団の出動態勢につきましては、旧町の出動態勢を

基本に、その隣接する地区につきましては、これを知った団員は、上級団員に

連絡し出動することとなっております。火災の規模や現場の状況によりまして

は、多くの団員と資機材を必要とする場合と、逆にそうでない場合があるため、

指揮命令系統を含め、それぞれの状況を十分検証した上で、出動態勢を検討し

ていく必要があると考えております。

先の徳田地区の火災におきましても、吉備支団の御霊支部が出動しましたし、

隣接の金屋支団の金屋班と吉原班の火災を知った方々も協力に駆けつけてくれ

ております。できるだけ詰所で待機してもらって、支団幹部が情報収集のため

現場へ向かうといった態勢も行われております。消防団の出動エリアの見直し

につきましては、町防災行政無線での放送態勢の整備も関係することから、消

防団とも十分に今後協議しながら、検討していきたいと考えております。

それから、避難箇所の整備。現在、町の避難設備につきましては、合併前の

避難施設６３カ所を引き続き指定しているところであります。これに加えて、

ＪＡの新しい共選、それから有田中央高校の体育館も避難民が使っていただき
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たいということで、これも入れさせていただいています。避難施設の指定につ

きましては、学校を中心に公民館等々を指定しておりますけれども、学校施設

につきましては、耐震診断に基づく耐震補強の工事も随時行われておりまして、

耐震化も進んでおります。

また、避難される方々の中には、寝たきりの方やいろんな障害を持った方も

たくさんいらっしゃることが考えられます。そういった方々の避難態勢、受け

入れ先等の確保などは、それぞれの関係施設や関係機関と協議や連携をしなが

ら、安心できるようソフト面の整備も考えていきたいと思っています。大災害

になりますと、どうしても 公 だけでは対応しきれない部分がありますので、
おおやけ

いつも言っているとおり、やっぱり地域住民の防災に対する意識というのが今

後ますます大事になってくると思いますので、ご指摘のとおり、今年度中にい

ろんな機関と連携をとりながら、各地域で防災の学習会を展開していきたいと

思います。

○議長（亀井次男）

１番、尾上君。

○１番（尾上武男）

この中で、特に３点目の各戸の耐震補強と家具の転倒防止の件ですけども。

清水地域や金屋の一部の地域では、限界集落というのが多くなってくると思わ

れます。そういうところであれば、やはり家庭だけではそういう工事というん

ですか、家具の転倒防止の作業もようしないと思うんで、やっぱり住民が一丸

となって、そういう家庭を助けていくというような方法をとっていただきたい。

そのためにも補助金が出せないものか。

また、土砂崩れや山津波によって陸の孤島になるところもあると思います。

そういうところには、どういう救助活動をするのか。

また、最後の避難箇所でございますけども、耐震補強ができているところは

いいと思うんですけれども、公民館の中でも、まだ古い公民館があると思いま

す。そういうところはどのようにしていくのか。

それだけ答弁をお願いします。

○議長（亀井次男）

町長、中山君。

○町長（中山正隆）

この耐震補強につきましては、補助制度というのは、耐震検査もあるけど、

なかなか申し込む件数が少ないし、県にも、改築に対して何十万かという補助

もあります。これもなかなか申し込みが少ないという現状があります。そうい

うことであります。おっしゃられるとおり、大きな災害が起これば孤立する村、

必ず出てくると思います。やっぱりそういったことも踏まえて、もう一度さっ
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き言うたように、地域で学習会を徹底して、その地域に本当に避難場所がない

のであれば、また再度検討していきたいなと思います。

みんなで協力してやれば、必ず地域は守れると思いますので、まず地域の住

民の方々に防災意識というのを持ってもらうということが大事でありますので、

いろんな面を含めて地域の方々と学習会の中で今後話し合いをしていきたいと

思います。

○議長（亀井次男）

以上で、尾上武男君の一般質問を終わります。

…………… 通告順８番 １７番（坂上東洋士） ……………

○議長（亀井次男）

続いて、１７番、坂上東洋士君の一般質問を許可いたします。

１７番、坂上君。

○１７番（坂上東洋士）

それでは、議長の許可を得ましたので、１７番議員、一般質問を行いたいと

思います。

私は今回、道路整備の促進と現状についてと題しまして、旧清水町内の各路

線の、いわゆる現状報告と今後の見通しについて、このようにしてお伺いをす

るのでございます。

私は先般、室川口日光線 町道でございますが、これは林道で開設をいた

しまして、これは何十年とかかったわけでございます。今、井谷の口から山の

家しみずへ行っている道でございますが、先般も地域の皆さん方からお話がご

ざいまして、たいへん道路の狭い所がございまして、そこで２名の方が車ごと

落ちたような経過もあるそうでございまして。ところがガードレールつくるに

したらよけい狭くなると。こういうことで地域の方々は、そこの岩盤でござい

ますが、既にもうそこの地主さんに早くから了解を得まして、いつでも協力を

すると、こういうことであるので、何とか早急にできるように骨折っていただ

きたい。こういう申し出がございました。

私も清水行政局の担当課長にも一回見に行ってやってくれと、こういうこと

を申しまして、見に行っていただいておるものと思ってございますが。まあ何

せ、地域の皆さん方にとりましては、７～８件の部落でございます、しかし生

活道路でございまして、毎日毎日通わなくてはならんという方にとりましては、

やはり危険を伴う道は何としてでも早く直してほしいと、こういうことは町長

もよく理解をしているものと思いますので、どうか一回足を運んでいただきま

して、早急に何らかの具体的な方向性を見出せるようにお骨折りをいただきた

いと思うのが、まず今回の道路問題についての基本的な理由でございます。
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それから、私思いますのに、あと林道網の整備で思うところは、今、全体的

に見ますと、旧清水町内、林道もたいへん多くついておるわけでございますが。

旧五郷地域の二沢、北野川、そこから向こう下湯川の倉谷道路、この道をつけ

ますと、だいたい旧清水町内の林道網の整備ができるんではないかということ

を、当時の清水町議会でも申したわけでございますが。もちろん、地主さんと

の協力関係がございませんと道がつかないわけでございますが。あと私どもの

方で言いますと、長峰山脈につきましては、沼から楠本に通じる道等々とか、

沼谷また板尾へ続く道とか、だいたいできておると思いますので。この林道網

の整備につきましては、今産業課と思いますが、できるできないは別として。

全貌から先ほども申し上げしたが、旧五郷地区の北野川、それから湯川の地区

へ抜ける道、これも研究に値する課題だと思いますので、どうかご検討を賜り

ますように、よろしくお願いを申し上げる次第でございます。

それから、地域で言われておりますことは、県道美里龍神線でございます。

下湯川の道が、いわゆる湯子川の奥から今、橋がつきまして、長い二車線道路

ができておるわけでございますが。これが、今の先ほど来から言うてます公共

事業のストップといいますか、そういうお金がこないという状況の中で、どう

いうように今後なっていこうとしておるのか。トンネルを抜くということでご

ざいますが、どんなかたちになって今後展望が明らかになっていくのかという

ことを、この際お伺いをいたしておきたいと思うわけでございます。

それから、清水上湯川線につきまして、これは林道でございますが、県代行

で行っていただいたものでございます。これもう十数年かけまして、やっと舗

装を完了しますと、清水から笹の茶屋まで通じるわけでございます。これも先

の建設課長が今春退職したわけでございますが 「まあ、とよっさん、あれも今、

年になったらだいたいつくと思うよ」ということを聞いておったわけでござい

ますが、果たして今年度中に完成できるのかどうか。この見通しについても、

どうか町民の皆さんにわかるように、明らかにしていただきたいと思うのでご

ざいます。

それから、県道金屋境川線、これは昔、楠本の今北さんという区民がござい

まして、その上でいわゆる崩壊がございまして、亀裂が入りまして、大きな工
かみ

事をしたわけでございます。その際に、そこがもうストップいたしますと、上
かみ

から下へ、下から上へということはいけないので、いわゆる金屋境川線、これ
しも しも かみ

もまあ拡幅するということで、やったわけでございますが、何せ予算がついて

くるのが少ないんでございまして。僕らは、地域で言いますと、町道的な性格

では、ここを何とかして、やはり町長に力を入れていただきたい。これが地域

の住民の皆さん方の熱い思いかと思ってございます。そういう意味からも、こ

の路線、たいへん重視をしていただきたいと思うのでございます。そういう意
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味におきますと、県会議員の皆さん方にも十分その点をお話をして、我々から

も連携をとって強力に推進していくように、またお願いもしていきたいと考え

ておりますので、どうか町長ほか担当課長におかれましては、十分県とも通じ

合いやっていただくようにお願いを申し上げておきたいと思うのでございます。

先ほどから、国道４８０号の件につきまして、同僚議員の前君からもお話

しあったと思うのでございますが。秋篠宮妃、紀子さんのおじいさんは板尾出

身ということもございまして、そういうかたちで何とかあの路線うまいことし

てくれないかというような、もう亡くなりましたが、元の川原町長もそういう

気持ちで、国や県それから代議士のそういうこと、本当に直接行ったわけでご

ざいまして。ひとつまあ、そういう点も含めて、この国道４８０号、先ほども

言いましたが、宗祖弘法大師１２００年祭も行われるのが間近でございますの

で、そういう点をあわして。妃殿下の、ましてや悠仁親王殿下が１歳になりま

して、この去る 日にち等忘れましたが、あらぎ島へ青年の有志諸君が竹を

切りまして、１６００本灯篭をして、テレビ和歌山を初め報道機関の皆さん方

にもお世話になったことでございますが、そういう意味からいたしましても、

やはりそういうこともひとつのお話をすることが、またいいんではないかと思

うのでございまして。一度まあご検討賜りたいと思うのでございます。

したがいまして、今言いましたのは、いろいろと旧清水町内にありますとこ

ろの道の問題について、今後ともお忘れなく、十分気にかけていただきまして、

促進に力を注いでいただくように、町長以下担当課長にお願いを申し上げる次

第でございます。

それから、聞くところによりますと、日光神社へ遊歩道をつける、そういう

事業ができるらしいなということを行政の方から聞いたわけでございまして、

これもそういう方向であるならば、たいへん幸せでございますが、そういうこ

とも含めて一度わかっている範囲で、町長並びに担当課長に現状の町内におけ

る道路、そういう施設の、いつから始まって、いつで終わって、どうする、と

いう具体的な回答を要請させていただきたいと思うのでございます。

どうか、よろしく今のところをお汲み取りいただきまして、ご回答賜ります

ように心からお願いを申し上げる次第でございます。

それでは、私の質問をこれで終わります。

○議長（亀井次男）

町長、中山君。

○町長（中山正隆）

坂上議員さんのご質問にお答えをしたいと思います。

道路整備の促進と現状についてということで、まず第１点目、清水地域内の

各路線の現状報告と今後の進み方ということであります。
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１９年度の清水地域の町道・農道・林道の事業は、町道で押手臼谷線改良工

事ほか３件、これで２億４，９００万円、農道は、大蔵地内の橋爪農道新設工

事１件で、１９年度は６，０００万円の予算がついています。林道については、

開設工事で林道三瀬川清水線開設工事ほか２件と、舗装工事で清水上湯川線舗

装工事ほか２件の、２億８，１０３万７，０００円計画をしております。全部

で１９年度５億３，６０３万７，０００円を見込んでおります。２０年度から

の、これについての工事費は９億２，０００万円余りで、２２年度にこの路線

の完了をしたいと考えています。今後の計画につきましては、町道、林道とも

２線ほどずつ話はありますが、まだ今のところ具体的に計画まで至ってないの

が現況でございます。

また、町道・林道の距離のある２舗装路線が４線ほどありますので、これに

ついては順次計画をさせていただく予定です。

それと国道・県道につきましても、未改修区間が相当あります。４８０号、

先ほどからも前議員ご質問のとおり、７年後に高野山の始まって１２００年

祭という大きな行事を控えている中で、ぜひそれまでにバスが通うような道を

つけられるように、最善の努力を今後も重ねていきたいと思います。先般も、

清水の区長さん方の要望がありまして、４８０号も実際見に行かせてもらいま

した。その中で、県が予算もつけて、これならやれるという所も若干ありまし

たけども、ここは残念なことに用地がまだ解決つかんという箇所も２～３カ所

ありました。やっぱり用地の解決というのは、今後、避けては通れない道であ

りますので、地元の方々にも、この用地の協力先については、今後ご協力を賜

りたいなと思います。

それから美里龍神線、これにつきましても、鋭意いろいろとさせていただき

ますけれども、上湯川から龍神まで、これも県へこの前行った中で、これを開

通させるには４００億円ほどいると。現在、軽も通らないような道であるんで、

なかなか上湯川から龍神間については、非常に今後難しいんかなと考えてます。

ただその中で、下湯川と上湯川を結ぶ道については、もうかなりよくなってい

まして、もう既に、手前と奥とトンネルを抜くべく県が工事を大方完了させて

ます。その中で、やっぱりこれは今まで投資をした経過からみても、ぜひ抜い

ていただきたいということも要望してますけれども、今後さらに、このトンネ

ルについても強力に県に働きかけて、１日でも早く解決できるように努力をし

ていきたいと思っています。

それから金屋境川線につきましても、若干でありますけれども、今年度も立

石、それから谷地区に５，０００万ほどつけてくれています。これも毎年のよ

うに継続的につけてくれていますので、これも途切れることなく今後、少しで

も前向いてできるだけ早くつけるように、これも県に働きかけていきたいと思
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っています。

それから日光神社の遊歩道については、完全にできると聞いています。これ

は僕も詳細についてはわかっていませんので、担当の課のほうで答えさせてい

ただきたいと思います。

○議長（亀井次男）

清水行政局長、保田君。

○清水行政局長（保田永一郎）

町長の補足答弁いたします。

ただいまの歩道ですけども、去年から県営で５，０００万を充てていただき

ましてやってます。今年度完成の予定です。笹の茶屋の展望台の所から日光神

社まで、日光神社から林道上湯川線まで、歩道で整備されるはずです。ご期待

ください。以上です。

林道清水上湯川線の舗装です。建設課から言えばいいんですけども。来年度、

２０年度で完成します。

以上です。

○議長（亀井次男）

１７番、坂上君。

○１７番（坂上東洋士）

ほんまに力を入れていただきたいと思います。

先ほど言いました県道金屋境川線、谷・立石等々で５，０００万円ついたと、

こういうお話でございます。これ本当に金がないのは、いたし方ないんやけど

も。この人らはここの人の所でやっていただいたら、これもうしてもらわな困

るんですが。我々は、あそこの所でまた崩壊が起こって、遮断されたら、金屋

へ通って行く道から言えば、和歌山から回るか、それから、今言う深谷を通っ

て行く道で三瀬川へ通って二川へ出るか、そういうことになるんですが。なか

なか三瀬川も今言うたように、まだ道が細いところがございまして、危ない所

がございます。それで、前のときにちょうど、その経過から申しますと、境川

の土砂を捨てなきゃならんていうことと、こと大変になりまして、境川も口ま

では割とええ道になったんですが、峠を越えて日物川へかかると、たいへん狭

隘でございます。そういう意味からして、何としてでもバイパス的な観点から

すれば、清水の奥にいる者としては、何とか早いことやってもらいたいし、地

域住民にしても、これはたいへん前々からの念願でございますので、どうかそ

ういう意味におきまして、今後ともお力添え賜りますよう、よろしくお願いを

申し上げる次第でございます。

それから、もう１こ。町長、一回見てほしいんですが、先ほど言いました、

私、地域の部落から考えますと、あそことあそこと７～８軒、歩かないかん部
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落でございます、室川という所は。しかしまあ、その方々にとりましては、毎

日おかずを買いにくる人も、向こうに店はございませんので、森谷さんとこへ

買いに行くか、清水まで来るか、スーパーへ来るんか、こちらまで来るのか別

として、必ず通るわけでございまして、先ほども言うたとおり、２人ほど落ち

たらしいんです。これはまあ、人身事故がなくてうまいこといったんですが、

ほいや落ちるさけってガードレールをしたら、道がよけい狭くなる。ほいで今

岩盤のところがちょうどこうありまして、そこを取ってもええというふうに地

主の了解を得ていると。したがって、何とかそれはまあ、今清水から護摩壇へ

上がるのにええ道、来年度で全部。今でも行けるんですけど、舗装は未舗装の

所もございまして、だいたい今、山の家へ行く方々も、その井谷の室川口から

入って、毎日通っておるわけでございます。

一回、いくら要るんかは僕は技術者でないんでわかりませんが、まあ言うた

ら、そのお金から言うて、効用率というんか、そういうことから言えば、大変

あれやと思いますけど。言いたいのは、小さい部落じゃけって放ってええんか。

皆それぞれ住むのは、小さい部落であろうと大きな部落であろうと、その人た

ちが安心して住める町にするのが町長の願いではないかと思うわけでございま

して。どうか、そういう意味におきまして、一回、現地調査もしてやってほし

い、そういう願いでございますので、何とか近い将来に展望が明らかになるよ

うに、お骨折りをいただくことをお願い申し上げまして、私の質問を終わりた

いと思います。

それだけ町長一回、答弁してよ。

○議長（亀井次男）

町長、中山君。

○町長（中山正隆）

坂上さんの質問にお答えしたいと思います。

私も選挙のときにですね、清水地区各戸４，０００軒ほど全部回らせていた

だきました。その中で、まだまだ詳しく覚えていませんので、近々、一回現場

を視察させていただきたいと思います。

（ ありがとうございます」と坂上議員、呼ぶ）「

○議長（亀井次男）

以上で、坂上東洋士君の一般質問を終わります。

…………… 通告順９番 １５番（浦 博善） ……………

○議長（亀井次男）

続いて、１５番、浦博善君の一般質問を許可いたします。

１５番、浦君。
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○１５番（浦 博善）

ただいま、議長の指名を得ましたので、私の一般質問を始めさせていただき

ます。

質問に先立ち、本日はお忙しい日にもかかわらず、大勢の皆さまに傍聴に来

ていただいたことは、町民の皆様の町行政への関心の高さと思い、私議員とし

ては身の引き締まる思いであります。また、日ごろから開かれた行政、住民参

加の行政を期待しております私としては、非常に心強く、うれしく思っており

ます。朝から長い時間となり、お疲れのことと思いますが、あとしばらくの間、

よろしくお願いします。

それでは、質問に入ります。

まず初めに、清水地域にあります３カ所の出張所の件についてであります。

この件につきましては、本年の第１回定例会における議案審議において、私は、

「住民サービス向上のためには、現在よりさらに機能を充実させていくべきで

はないか」と質疑したところ、町長より「地域の方々と十分に相談をしながら、

必要であれば置いておくべきであろうと考えている」との答弁をいただいてお

ります。

町長もよくご理解のことと存じますが、当町の面積は約３５０平方キロメー

トルとたいへん広く、東西に細長い形状となっております。その西の端に本庁

舎を置く我が町では、分庁舎や行政局を設置していても、過疎地域で暮らす住

民にとっては、まだまだ役所は遠い存在となっています。また、高齢化が進む

山間地域には、交通手段の少ないお年寄りが大勢暮らしており、その傾向は、

ますます顕著になってくると考えられます。

そのような状況の中で、清水地域に存在する３カ所の出張所及び連絡所の持

つ意味は非常に大きく、地域住民の方々にとっては、たいへん重要な施設とな

っています。しかし、また一方では 「利用しにくい」とか 「不便になった」、 、

との声も聞かれます。その問題点としては、窓口業務はできても、それ以外の

話になれば、庁舎か行政局まで出向かなければならない。また、前回の選挙の

とき 「期日前投票ができなくなった」などの意見を聞いております。、

窓口業務としては、住民票や戸籍の交付、保険証の交付など、さらに機能強

化に努めている当局の取り組みを知り、たいへん嬉しく思っております。また、

すべての業務について、出張所や連絡所の職員で対応することは不可能である

ことは十分理解しております。そこで、私の提案といたしましては、すべての

出張所及び連絡所と庁舎や行政局とを光通信で結び、大型のモニターを備えた

テレビ電話により、遠くにいる担当職員と直接住民が話ができる設備の設置を

求めるものであります。電話だけではお互いに意思が伝わりにくく、また担当

者の顔が見えないなどの不安があります。大型モニターを備えたテレビ電話で
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あれば、書類の書き方や図面を用いた説明なども容易に行われ、またお互いに

顔が見えるためコミュニケーションを高めていく上では、非常に有効であると

思います。

期日前投票については、私の聞いたところ、合併前までは出張所でもできた

と聞いています。住民サービスと投票率の向上のためにも、ぜひとも復活させ

るべきであると考えます。

よりよい住民サービスを提供するためには、各出張所のあり方を見直し、設

備の充実を図っていくことが重要であり、状況によっては清水地域だけでなく

金屋地域の山間部にも設置の検討をしていく必要も出てくるのではないかと考

えます。

出張所についての取組について、私の提案事項とあわせて執行部の考え方を

お聞きします。

次に、国道４２４号の海南方面への整備促進についてであります。

先ほど、９番議員からも同様に質問があり、町長からも関連事項としての答

弁がありましたが、私からも確認の意味も込めまして、再度質問させてもらい

たいと思います。

既に町長からも報告がありましたように、五西月地区の住民で結成されてお

ります国道４２４号改良促進委員会において署名運動が行われ、有田川町で約

９，０００人、海南市側で約１，０００人の署名が集まり、去る９月１１日に

五西月地区及び海南市の住民代表の方々と、中山町長を初め、６名の県会議員

様とともに、約１万人の署名を添えて、仁坂県知事への陳情が行われました。

同席いただいた町長からも「現在、当町の修理川地区で行われている国道改良

事業が終わり次第、その事業をそのまま五西月地区に投じてもらいたい」と要

望をしていただき、当委員会の役員をさせていただいている私としては、非常

に力強いものを感じました。

地元委員会はもとより、町長初め地元県会議員様からも、この国道の重要性

を説明していただき、早期改修の必要性を訴えていただきました。その結果と

して、仁坂県知事に十分な理解を示していただきましたことは、署名をしてい

ただいた１万人以上の皆様と、関係各位の皆様の強い気持ちが通じた結果と思

い、心より感謝しております。

国道４２４号は、和歌山県の中央部を縦断し、関西国際空港へと通じる県の

第２基軸であり、国道４２号線の迂回路としての重要路線であります。当町か

ら南方面への改修はほぼ終わり、今は修理川の改修が急がれている状況であり

ます。しかし、北に向かっての整備は非常に遅れており、特に今回陳情しまし

た、五西月地区から海南市間については、大型自動車の通行が不可能な状況で

あります。このような状況のもと、今回の署名運動は、地元の促進委員会が主
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となり、海南市側の南野上地区連合自治会の協力を得て実現できた運動であり

ます。町の境を越えた沿線住民が協力し合って、国道の整備促進を訴えてきた

ものであり、非常に価値のあるものと思っております。

町行政としても、海南市との改修促進協議会を設立し、継続して陳情をして

くれていますが、さらに範囲を広め、国道の沿線であります岩出市や紀の川市、

紀美野町とも連携をとり、より強力に運動を展開してはどうかと考えます。有

田川町だけでなく、和歌山県全体の発展のために欠かすことのできない重要路

線を、より早く改修・整備するため、現在の状況と執行部としての今後の方針

をお尋ねします。

最後に、地籍調査業務について質問いたします。

私は、今までにも様々な方面から地籍調査について質問をしてまいりました。

それは、私自身が測量士の資格を有する測量業を営む者としての専門家として

の立場から、地籍調査の重要性と難しさを理解した上で、早く確実に業務を進

めてもらいたいという気持ちからであります。清水地域については、あと４０

年くらいかかるということでありますが、高齢化が進む山間地域の状況を考え

ると、余りにも長すぎる期間であると考えます。

金屋町の時代においては、住民から事前に境界杭だけでも設置しておきたい

との申し入れがあり、産業課・地籍調査課・森林組合などが連携し協力した例

があります。このように地域の事情をよく知っている方々が健康なうちに、少

しでも境界杭を設置しておく手立てがないものかと考えます。

また、せっかく地籍調査を行っても、境界が未確定のままになっている箇所

が多くあると聞いております。地籍調査の目的の１つに、公共事業の円滑な推

進があると聞いています。公共事業を行うに当たっては、用地の問題は大きな

要因であり、地籍調査の状況は、公共事業の実施に向けての重要な判断基準に

なってまいります。境界の未確定の箇所が多く残っている地域においては、用

地買収が困難であると判断されることは言うまでもないでしょう。地籍調査を

実施する以上、未確定箇所は絶対残さない覚悟で臨まなければなりません。境

界は個人の間で話し合い、決める事であり、行政の立ち入る問題でないと思わ

れるかも知れませんが、事業の趣旨や影響してくる様々な要件を地権者に時間

をかけて説明していくことにより、解決していく例が多くあります。

地籍調査業務についての現在の進行状況と筆界未定の割合を旧町別に示して

いただき、今後の進め方と筆界未定の箇所についての対応策について答弁を求

めます。

以上で、１回目の質問を終わります。

○議長（亀井次男）

町長、中山君。
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○町長（中山正隆）

浦議員さんの質問にお答えをしたいと思います。

まず、出張所の問題でありますけれども。議員ご指摘のありました、合併前

まで期日前投票してたと言うけど、これはもう、していなかったと聞いていま

す。出張所において、期日前投票は合併までしてたのにという質問であります

けれども、してなかったようであります。

この地域につきましても、五郷、二川、それから安諦出張所のある地域の住

民、あるいはその近辺の住民とも地域懇談会の中で これ実は合併協議会の

中では近い将来廃止の方向で向かっていくということで聞いてますけれども、

そのことも議題の中で出まして、住民の皆さん方が真に必要であるんだったら、

そんなに無理に閉めないよというお返事をいただきました。まあ、実際ですね、

あんまり利用度が高くないというか、何でもというほども現在のところ使って

ない地域もあるわけでありまして。今後、閉鎖については、地域の住民方とも

話し合いをしながら、必要とあらば当分残す方向で考えていきたいと思います。

それから４２４号、先日も地域の議員さんと１万何がしかの署名を持ってい

って、浦議員さんもご同行いただいたと思います。その中で知事さんも 「とに、

かく私も一回見にいく」というような返事もいただいています。ご承知のとお

り、４２４号につきましては、１９年度でも１６億円つけてくれています。ま

ず、トンネルの話もありますけれども、そこへ行くまでに、まだまだやってい

かなければならないこと。まず小川バイパスを完成して、それに橋をかけなけ

れば、前の話というのはなかなか進みにくい部分もありまして、まずここらへ

んに今後全力投球した中で、修理川バイパスも、平成２３年度に終わるという

ことでありますし、その予算についても４２４号へ継続していただけるように、

今後、国・県に強い要望をしていきたいと思っています。

それから、地籍調査の現在の進捗状況について、どんなもんかというご質問

でございます。

これ１９年の３月３１日の現在において、吉備地区は８８．９％、金屋地区

は３１．６％、清水地区は１８．９％でございまして、有田川町の合計面積は

１０２．６平方キロメートル、進捗率は３０．９８％でございます。町全体の

進捗率は３０．９８％。事業完了までに、経過年数につきましては、吉備地区

につきましては平成２０年度、来年度中に現地の調査が完了いたします。それ

から金屋、清水地区につきましては、現体制において未調整面積と年間平均実

施面積で算定いたしますと、金屋地区ではあと２８年、清水地区では３５年を

経過する計算になります。今回も吉備がもう終わるということで、地籍調査課

を金屋庁舎の方へ移しました。余った人数をできるだけ投入してですね、１年

でも前倒しのできるような方向で地籍調査をしてまいりたいと思います。
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それからご指摘のとおり、筆界未定、たくさんあります。吉備地区３万４，

７５８筆中８３９件、金屋地区は３万３８４筆中６０７件、清水地区は９，３

４８筆中２８２件、有田川町合計で７万４，４９０筆中１，７２８件、筆界未

定として残っています。

今後の解決策でありますけれども、この筆界未定というのは、とにかく個人

と個人の境界の争いであって、町が強引に立ち入ることはちょっと不可能だと

思っています。ただ、そういった現地調査の段階において、筆界未定になれば

いろんな不利益が出ますよということで、その都度その都度説明をして、和解

の勧告をさせていただいています。それでも、これについてはなかなか難しい

面もありまして、またこれも地域の地籍の役員さんとも今後協力いただきなが

ら、できるだけ１件でも筆界未定はなくなるように、今後努力を重ねていきた

いなと思います。

○議長（亀井次男）

１５番、浦君。

○１５番（浦 博善）

１５番、浦です。再質問をさせていただきます。

出張所の期日前投票については、ちょっと僕聞いたところ、前やってたと思

ってたんですけども。不在者投票も。やってたんやね。期日前投票に切り替え

てから 。

とにかく、不在者投票と期日前投票というのは若干意味合いが違うというこ

とは聞いてたんですけども、住民の方々にしてみれば同じことかなと思ってい

たんで、あえてまあ質問したんですけど。

とにかく、なぜできなくなったかということも若干は聞いているんですけど

も。やはり合併してからできなくなったというふうに住民の方は取られている

ことは事実だと思います。

また、出張所の問題につきましても、かなり予算費用もかかることでもあり、

いろんな検討はなされていかなければならないことは間違いないと思うんです

けども。私も感じるところは、やはりそういった出張所、行政の窓口というも

のは、いつでも住民の近くにあるべきものじゃないかということであります。

そして、このモニターの件につきましても、町長から「しぶとい奴やな」と

思われてるかも知れませんけれども、私、この議場のこういった風景も光通信

を使って各出張所なりへ連絡が取れれば、出張所また行政局でもテレビモニタ

ーで、そこの前にあるようなのを見ていただき、今回のように遠くからわざわ

ざ足を運んでもらわなくても、住民の人に、この生の議場の風景を見てもらう

ことができ、非常にまあ、これから住民と一体となって新しいまちをつくって

いく上では、そういう心の問題として有効ではないのかなという思いもありま
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すので。また、そういうふうな設備をこしらえれば 「町長さんとちょっと話し、

たいよ」と思うとき、テレビ越しではありますけれども、やはり直接顔を見て

話することもできます。こういうふうなソフトの対策というのも、これから本

当に住民の皆様の理解を得るためには重要な方針でもあると思いますし、先ほ

どからあるような建設事業の何十億というふうな話ではなしに、数百万程度で、

多分これ光ケーブルさえ通信できていれば、あとそういうふうな端末機器だけ

の整備で済むと思います。そんなに費用のかかるものではないはずだと思いま

すので、まずそういった面も検討してもらいたいと思います。

と言うのは、先ほどからもいろいろと同僚議員さんからもありました町財政

等のことも考えまして 「うちの今の財政は真っ赤っかや」とか 「いや、まだ、 、

まだ黄色」とか 「いや、黄色が点滅で、そろそろ赤になりかけてる」とか、さ、

まざまなことをおっしゃってましたけども、少なくとも、切迫した状況にある

ということは間違いないと思います。その中で、私たち議員の方へも、議員定

数削減の問題などいろいろと住民の方々の意見もいただいております。そうい

った状況の中で、やはり住民の人たちに、その議会のあり方、また今の財政の

あり方、町執行部の取り組みの姿勢、そういったものを本当にきちんと理解し

てもらった上で、もし議員が必要でないのなら、大幅な削減も必要かも知れま

せんけども、そういったこともやはり、こういうふうなところをもっとみんな

に見てもらい知ってもらうことが一番大事じゃないかと、私、思いますので、

そういった支所を残し、その支所を中心として地域住民との対話の場をつくっ

ていくべきじゃないかという思いもありますので、ぜひとも、その辺を含めた

答弁をもう一度お願いしたいと思います。

次に、国道の問題でありますけども。これについては、町長さんも非常に理

解をしていただいて、ありがたいと思っております。ただ、ひとつ先ほど答弁

になかったんですけど、私言いました紀の川市、岩出市と、もう一つ大きな連

合協議会を設立して、国道としての位置づけで、県へ強く働きかけることはで

きないかなと。紀の川市長さんと町長さんは非常に仲もよいと聞いてもおりま

すので、その辺のことも考えてもらえないかなという思いもありますので、そ

この答弁をお願いいたします。

最後に、地籍調査の問題であります。

非常にまあ、僕もさっき聞いたところ、驚くほど多いなという感覚がありま

した。本当に個人間の問題であり、難しいことはよくわかっておるのですけど

も、やはりこういうことも、もう少し何とか減らす方向で、また今現在、筆界

未定でも確定してしまったら、これどうにもならなかったんかな、それか、も

しあとからでも解決したら、そういうかたちで確定できるのか、ちょっとその

辺も教えてもらいたいんですけども。
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それと町長さんにちょっとお聞きしたいのは、２０年度で吉備地区が終了し

た場合、あと金屋・清水２カ所になるわけですけども、予算は３分の１減って

しまうのか、それとも今のままの予算でか、もしくはもっと増やすようなかた

ちでいけないのか、その辺もあわせて答弁を求めたいと思います。

以上で、２回目の質問を終わります。

○議長（亀井次男）

町長、中山君。

○町長（中山正隆）

浦さんの再質問に答えさせていただきたいと思います。

テレビ電話、なるほど５００万か３００万ほどですけど、とにかくブロード

バンドをそこまで引くのについては、１０億円ぐらい要るということでありま

すので、そこらへんも今後、財政との協議の中で考えていきたいなと思います。

ただ、先ほど言うたように、２０１１年にテレビが映らないような事態だけ

は責任をもって解決をさせていただくということはお約束をさせていただきた

いと思います。

それから、筆界未定については、いったん確定して終わったら、なかなかこ

れ覆すのは難しいんで、その都度、地域の方々にも入ってもらって、もう登記

できんでとか、売るときは売れないでとか、いろんな不利な点もだいぶ説明さ

せてもらってるのですが、なかなか解決できなかった分がこの中に何件かあり

ます。今後進めていく中で、できるだけ筆界未定になっていかないように、今

後、これからやることについては努力をしていきたいと思います。

それで、この地籍については、吉備が終わったら３分の１に予算がなるのか

ということではなくて、事業さえ消化できれば予算がついてくると思います。

それで、さっきも言ったように、吉備が終わったさけ、その分、人間減らすの

かというんじゃなしに、余った分を今度は金屋・清水へいって、この計画が１

年でも早く前倒しするように、これから進めていく考えであります。

それから、４２４については、紀の川市の中村さんと岩出の市長さん、非常

にじっこんにしてもらっていますので、今後一度ご相談を持ちかけたいと思い

ます。

○議長（亀井次男）

清水行政局長、保田君。

○清水行政局長（保田永一郎）

ちょっと補足説明いたします。

先ほどの出張所での期日前投票、合併なってからなくなったんではないかと

いうことです。先ほど、ちょっと情報いただきまして、不在者投票ですけども、

これは１４～１５年前から、これもやめているということでございます。
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○議長（亀井次男）

１５番、浦君。

○１５番（浦 博善）

１５番、浦です。

だいたいの状況はわかりましたけども、やはり不在者投票、期日前投票につ

いては、本当にこういうふうな出張所を置いている地域というのは、一人暮ら

しのお年寄りも多く、投票所まで行くというのはたいへんな労力になると思い

ます。せっかく各出張所に職員さんもおられますので、できれば何とかやって

いく方向を考えていけないものかと思いますので、また今後の検討課題にして

いただきたいなと思っております。

そして、テレビモニターについては、ブロードバンド、光、ケーブルさえ入

れば本当にあとは、うち付けてるんですけども。ケーブル入れるのに多額の費

用もかかりますので、地上デジタル対応についてのこととあわせて、また今後

の検討課題にお願いしたいと思います。

４２４についても、ぜひとも近いうちにでも話してもらい、また今後の見通

しを立ててもらいたいと思います。

地籍調査についても、事情もよくわかります。また、これからも力強く進め

てくれるということで、心強く思っております。あと、ほんまに、こいういう

ふうな筆界未定というのは、最終的に困るのは確かに地権者ということをもう

一度住民説明をきちんとして、できるだけ少なく、もう本当に絶対出さないつ

もりで、とにかく職員の皆さまには取り組んでいただきたいということを、あ

わせてお願いいたしまして、私の質問を終わります。

○議長（亀井次男）

浦博善君の一般質問を終わります。

…………… 通告順１０番 １０番（湊 正剛） ……………

○議長（亀井次男）

続いて、１０番、湊正剛君の一般質問を許可いたします。

１０番、湊君。

○１０番（湊 正剛）

ただいま、この議場において、議長より一般質問の許可を得ましたので、通

告のとおり質問させていただきます。

私の質問は１点で、簡単でございます。当局より住民への納税組合に対する

奨励金の交付に関する件であります。

昨年、有田川町合併に伴う協定書において、５カ年で段階的に奨励すると伺

っております。廃止に関する要因がどこらへんにあるのでしょうか。当時の合
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併協議委員会に今さら相反する質問かと思っていますが、地方分権を目前に控

えての、恥を忍んでの提言であります。町民に対する唯一のサービスを断ち切

っていくのでしょうか。苦境に立つ町行政も私は熟知しておりますが、それ以

上に町民に対し度重なる増税、血税に対して考慮の余地がないものでしょうか。

住民による住民の政治に徹すれば、このような廃止は考えられないと思います

が、当局の対応はいかがでしょうか。町財政の自主財源である住民の血税によ

り、今この議場にご臨席の方々全員が、その恩恵を被って生活をしていること

は言うまでもありません。言いかえてみますと、我々の雇用主は住民であるこ

とは間違いない証であります。当町の行政改革に掲げている５カ年計画の１５

８項目が抜粋されていますが、この中で急遽廃止しなければならない項目が多

数あるのではないでしょうか。そしてまた、検討を継続しなければならない件

もありましょうが、当町の納税者に対し奨励金の交付の存続を強く要望するこ

とに熱意ある当局の実行力、瞬時の英知英断のもと、よきご回答を期待し、第

１回の質問を終わります。

○議長（亀井次男）

町長、中山君。

○町長（中山正隆）

湊議員さんにお答えをしたいと思います。

現在、納税に対する奨励金というのは、この納税組合に対する奨励金と国民

健康保険の前納の奨励金、保険があります。納税組合に対する奨励金について

は、先の合併協定書の中でも、５年を目途に廃止という方向で、これは県知事

さんも判をついた中の協定書にうたわれています。これについても、合併協議

会の中で、当時の委員さん方にも十二分にご協議をいただいて、ある程度ご了

解を得たものであります。現在でも、３０市町村の中で当町も含めて、もう６

市町しかこの制度はやっていません。湯浅も広川も１４年度で廃止、有田市と

湯浅は１４年度で終わっています。それから広川町についても、１５年度で廃

止ということで。残った６市町村についても、順次廃止の方向で進んでいる。

出している地域もありますけれども、ほんごくわずか。わずかの奨励金のみの

とこもありますし、やっぱり合併協議会の中での決まりごとでありますので、

５年を目途に廃止の方向で進めていきたいと思います。

実は、監査委員さんの方からも、毎回毎回指摘をされています。国保の前納

奨励金にしましても、非常に今の市場金利からいけばですね、非常に高いとい

うことも指摘をされていまして、これは廃止の方向には、まだ今のところなっ

てないんですけれども、今後これも考えていく必要があるんかなという考えを

持っています。



- -107

○議長（亀井次男）

１０番、湊君。

○１０番（湊 正剛）

町長の、今のご答弁でございますが、国の方針とか、他町村に比べて皆消え

ていくということでございますが、我が有田川町は、それは絶対その方向に向

かっていくのですか。それとも考慮の余地がないのか。それから、私もこの組

合員に報告しなければいけないので、あかんのやったらあかんという、やっぱ

り文書をもって通知せんなんので、いいのか悪いかのちょっと、もう合併協議

会で決まっているけど、独自にやってくれないのか、その辺り、今も国保の前

納制も廃止するようにちょっと伺っておりますが、これはいかがなもんかと思

いますが、当局として考慮の余地がないんでしょうか。

○議長（亀井次男）

町長、中山君。

○町長（中山正隆）

ちょっと、その前に訂正をさせていただきます。

国保の前納報償金制度というのは今なくなっています。

この納税組合に対する奨励金の件につきましては、本当に合併協議会の中で

きちっと決めさせていただいて、もちろん合併協議委員さんにもご理解をいた

だいていますし、もう既に広報とかいろいろで町民の皆さん方にお知らせした

ところであります。５年を目途に、計画どおり廃止の方向で進めていきたいと

思います。

○議長（亀井次男）

暫時休憩します。

～～～～～～～～～～～～～～～～～

休憩 １５時５７分

再開 １６時０９分

～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（亀井次男）

再開いたします。

１０番、湊君。

○１０番（湊 正剛）

納税組合の廃止について、納税の徴収率の低下を心配して。もし検討できた

ら、またひとつよろしくお願いします。

○議長（亀井次男）

町長、中山君。
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○町長（中山正隆）

それによって低下するんかどうかという問題については、若干答えにくいこ

ともあろうかと思いますけど、とにかく、今はですね、振り替え納税に向けて

努力をしています。４０％から５０％、もう既に振り替え納税にしてくれてい

ますし、このことについては、納税組合の会があるごとに組合長さんにもお話

をさせていただいて、ある程度ご理解をいただいています。それと同時に、や

っぱり個人情報という非常に難しい問題も出まして 「その組合の中で誰が納め、

てないんよ、いっぺ教えて」という、実際役場へ来ることも今まではあったん

ですけれど、それは個人情報の観点から絶対に教えられないということと、組

合員全員の委任状、これをいただかなければ見せられないというような、非常

に矛盾な点がいっぱい出てきまして、組合長さんとも会があるごとにお話をさ

せていただいて、ご了解をいただいています。一度に、ぱすっと切ってしまう

んじゃなしに、段階を追ってですね、１８年度では１，１７０万余りあったの

を１９年度では９００万というように、段階を追って今後落として、５年後に

は廃止の方向で進めたい。このことについても今後、納税組合の中で再度また

ご説明をして、できるだけご理解をいただく努力は、今後続けさせていただき

たいと思います。

○議長（亀井次男）

湊正剛君の一般質問を終わります。

…………… 通告順１１番 ３番（堀江眞智子） ……………

○議長（亀井次男）

続いて３番、堀江眞智子君の一般質問を許可いたします。

３番、堀江さん。

○３番（堀江眞智子）

議長の許可をいただきましたので、一般質問をさせていただきます。

まず最初に、公共施設の利用、貸し出しについて質問をさせていただきます。

きび会館は、皆さんもご存じのように、これまで地域住民の皆さん、そして

図書室や研修室、そして和室、また調理室があることからも、多くの方の利用

があることは、町長もご承知のことだと思います。そして、このきび会館の図

書室についても、周りには公園があり環境にもよく、子どもを持つ親にとって

もかけがえのない施設として、これまでも、そしてまた現在も利用をされてい

ます。また、この地域では、図書館をもっと充実したものにしたいという願い

を持ち、以前、滋賀県などの充実した図書館を視察に行ったという経緯もある

ことは、町長もご存じのことと思います。私は、公共施設というものは、町民

の皆さんが平日、休日にかかわらず、何の遠慮や躊躇なく利用できるのが公共



- -109

施設の役目であると考えています。町長はどのように考えておられるのか、ま

ず最初にお聞きをしたいと思います。これ１つ目です。

そして、どのような考えで、合併後１年で、基本的に日曜閉館とすることに

なったのか、お聞きをしたいと思います。これが２つ目の質問です。

私は以前、地域の皆さんと、他県の図書館を見学に行ってきました。そのと

き、親子で本を借りに来た親御さんが本を探したり本を読んだりしている間に、

一緒に来た子どもがすぐ見える、小さな遊びのスペースが屋外や館内にあるこ

とを知り、子育て中の方についての配慮もよく考えておられると、利用する側

の利用しやすさを考えた施設であると、すごく感じました。

これまで、きび会館の図書室が１階にあればいいのではないかと、そしてま

た、それができないものかとの質問もこれまでさせていただきました。そして、

今年から図書室が１階になり、また、きび会館の表玄関とは別に、駐車場や公

園に近い場所から直接図書室に入室できるようになったことに、町長やきび会

館館長さん、そしてまた教育委員会の大きな理解によって実現されたことに、

利用されるお母さん方と話をし大きな拍手と感謝をしました。

ところが、それからしばらくして、日曜日は基本的に施設を閉じ、図書室の

利用のみとなったことを聞き、そしてまた管理者を置かないということで、館

内のトイレは原則的には利用できないという声を聞きました。そして、図書室

のすぐ前にある屋外のトイレを使用することになったとお聞きをしました。こ

のトイレは今、きび会館で事務をされている女性の方がいつもきれいに掃除を

されていて、以前よりは使用しやすいトイレとなっているような気がします。

今どき男女の仕切りがなく、個別のトイレは全面アルミ製で昼間は戸を閉める

と暗く、汲みとり式で余り利用されていないようです。また、男子用の小便用

トイレは、あまり見たことのないような、一昔も二昔も前の様式のトイレとな

っています。そして、このトイレは、以前悲しい出来事のあったところでもあ

ります。現在、中のトイレは、図書室の方が２名おられるので、中のトイレを

利用されたい方は、声をかければ館内のトイレを利用させてもらえるというお

話をお聞きしましたが、そのことについてはどうなっているのでしょうか。

そして、最初にも触れましたが、私は日曜日のきび会館の再開を求めたいと

思います。予算の厳しい中でこのような措置に踏みきったのではないかと思わ

れますが、今まで警備の方に支払っていた分の削減された金額、最低月３万円

ぐらい、年にすれば約４０万円ほどで済むと思います。町の予算からすれば、

何もそれを削らなくてもよいという金額ではないでしょうか。

また、それとともに、体育館の日曜日の使用については、利用料プラス１時

間につき１，０００円プラス消費税分の管理費を支払わなければならないとお

聞きをしました。このことについても、住民へのサービスの低下という観点か
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ら改めるべきだと私は考えます。答弁をお願いします。

また、屋外のトイレについても、男女別、水洗式のトイレに改装することを

求めます。

そして２番目に、防災無線について、３点ほどお聞きをさせていただきます。

前段の部分は、少し関係のない話が入っているかも知れませんが、しばらくお

聞きください。

先日、数名の女性の方とお話をする機会がありました。私は、その方とは、

その場で防災無線の話や政治の話になるとは全く思っていませんでした。なぜ

ならば、その会では、現在この有田川町内を初め、有田市などの花を愛する女

性たちが集まり、年に一度、オープンガーデンを開いたり、そのときの参加料

を社協に寄付したり、また花の種や苗の交換など 「この花、美しいなと感じた、

り、ほかの人の庭の花をのんびり見せてもらいに行ったりできるのも平和やし、

」 、「 、今のところ大きな災害もないからやなあ というそんな話の中から そやそや

この間、夜に火災かなんかの放送をしたときに全然聞き取れなかった。もし自

分の家の辺りで何かあったんやったら、どうなってたやろ。夜遅くても農電で

緊急放送してくれたら、よう聞こえてええんやけど」そういう話になりました。

農電と町の緊急放送の連携は今どうなっているのか、お聞きしたいと思いま

す。そしてまた、前の一般質問でも要望し、本年度予算化されています個別受

信機の取り付けは、現在どう進んでいるのか、それもわかればお聞きをしたい

と思います。

そして３番目に、今後、農電の新規開設はしないということも農協では決ま

っているということは以前にも述べましたが、今後の個別受信機の設置計画、

どのような方針をお持ちなのか、お聞きをしたいと思います。

これで、第１回目の質問を終わります。

○議長（亀井次男）

町長、中山君。

○町長（中山正隆）

堀江議員さんのご質問にお答えをしたいと思います。

きび会館の件については、また後ほど、教育委員会の方から詳しい答弁をさ

せますけれども、日曜日が閉館になった理由というのは、聞くところによると、

ほとんど利用客がないと。団体でご利用いただけるんであれば、それに対応は

できるということを聞いています。また、図書室のトイレにつきましても、中

のトイレは開けるということで、教育長と話が詰んでいます。

またあとで、教育委員会の方から詳しいことを答弁させたいと思います。

それから、防災無線についてであります。

金屋地域は、防災無線と農電が一体になっています。防災無線と農電とがセ
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ットになっています。それから清水地域については、個別のものを配っている

と聞いています。ただ、吉備地域については、今の若い人、農電をとってない

人が増えていますし、この防災無線が聞こえない、あるいはまた聞こえにくい

という所もたくさんある話は聞いております。それで、今年度におきまして、

そのうちの明王寺地区・水尻地区の一部のそういった地域につきましては、こ

れをカバーするため、駅前付近に野外放送施設の計画をして、現在進めている

ところであります。また、今後の計画につきましても、野外放送施設のエリア

外への宅地造成等も考えられますので、防災無線が聞こえない地域への個別受

信機、現在も１３０ほど買って置いてますけれども、そういう地域への設置も

含めて、今後検討をさせていただきたいと思います。

○議長（亀井次男）

教育長、楠木君。

○教育長（楠木 茂）

堀江議員さんにお答えを申し上げます。

きび会館及びきび体育館の日曜日の貸し出しにつきましては、利用状況が近

年、非常に減少しております。例えば、きび会館ですけども、１８年度の実績

は１８日です。営利目的、書道教室が８日、一般住民が６日、行政の主催が４

日という具合になっております。きび体育館の方は、延べ１２日の使用になっ

ております。うち、町のスポーツ大会というようなのが６日、一般住民が６日

という、１２日になっています。月１回の開館ということで、あとの日曜日は

全部空いておる、そういう状況になっておったわけでございます。それから、

それを受けまして、１９年度から日曜日を休館にしております。町及び町教育

委員会主催の体育大会とか、大会につきましては開けております。そして、一

般の方の使用についても、特に必要と認めた場合は開放をしております。その

とき、１日の管理は、警備員をつけて対応をさせていただいております。

また、図書室につきましては、先ほどご紹介ありましたように、２階から１

階へ移動いたしまして、そして別途出入口を設けまして、貸し出しの利便性を

高めております。また、２階の元図書室ですが、これはそのまま、小中学生あ

るいは一般の方の学習、調べ学習、あるいは総合的な学習の調べ学習等々に使

用したいと思いまして、そのまま使えるようにしてございます。

次に、きび会館内の図書室の利用でございますが、休日に使用できるトイレ

はどうしてるかということです。公園内には先ほどご紹介のようにトイレがご

ざいまして、これは汲みとり式のトイレでございまして、相当古くございます。

従来どおり使用していただきますが、何分これは旧式のトイレでございますの

で、きび会館の中の水洗トイレ、これもご利用いただけるように、申し出がご

ざいましたら、ご案内して、行っていただけると、そういうふうにしたいと考
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えております。

そしてまた、新しいトイレ、水洗トイレ。これは非常に重要な公園のトイレ

であります。利用者も多くございます。朝・夕が非常に多くございます。案外、

汲みとりの回数も多くございます。非常に重要なトイレと認識をしておりまし

て、教育委員会の所管ではございませんので、各課との協議の上で、水洗化に

向けて協議したいなと、そういうように思っております。

以上です。

○議長（亀井次男）

３番、堀江さん。

○３番（堀江眞智子）

再質問をさせていただきます。

私が質問した中身とちょっと答弁が違って、利用が少ないからということで

日曜日は閉めるということでしたけれども、やはり少なくても、利用はまだあ

るということで、それをただ閉館しましたっていうのではなく、例えば、もっ

とこう、内容によれば開けますよということをもっと知らせなかったら 「もう、

日曜日使えないようになったんか、困ったな」という人も、やっぱり中にはい

てます。もちろん、合併してから、インターネット上で予約ができなくなった

ので、わざわざきび会館まで行って予約すると思うんですけども、日曜日が閉

まっていたら、例えば平日お仕事に行っておられる方だったら、日曜日にとれ

なかったりとか、そういう問題も発生してくるんではないかと私は思います。

利用が少ないと言いながらも、ある限りは、財政厳しい折で年間４０万で済ま

ないのかもわからないですけれども、やはり公共施設としては、先ほど同僚議

員の違う質問に、公共施設はある程度赤字もやむを得ないという町長の答弁あ

りましたように、ここはやっぱり誰もがいつでも使えるような、そういう場所

としてあるわけなんで、ぜひ私は再度日曜日を開けていただけるような提案を

したいと思います。そして、やっぱり体育館も、使う人には利用料プラス管理

費というようなことをせんと。

それで、この中で、もうひとつお聞きしたいのが、いったいこのきび会館と

いうのは、すべての権限がどこにあるのか、そして、子どもたちの利用につい

ては、体育館の利用料なり管理料というのは、どんなふうにするのかっていう

ことも、あわせて質問をしたいと思います。

防災無線のことについては、私もこの間農協の方へ聞かせてもらったら、防

災無線と農協の農電とが連携しているという話を聞いたんですが、これは金屋

のことだったんだと今思ったわけなんですけども。先ほど町長、１３０個買っ

て置いてあるって言うたんやけど、まだ全然使ってないんですか。それは希望

ではなくって、やっぱり募らないんですか。それも、もうひとつ、お伺いした
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いと思います。そして、例えばその吉備で言いましても、吉備は連携がないん

であれば、吉備にもその農電と連携してできるようなかたちをとってもらえた

ら。私がお聞きしたのは吉備の方だったんで、そういうふうな質問をさせても

らったわけなんです。

ご答弁をよろしくお願いします。

○議長（亀井次男）

町長、中山君。

○町長（中山正隆）

堀江さんの質問にお答えをしたいと思います。

きび会館と体育館についてはですね、先ほど教育長から言うたように、体育

館については、年間、個人で６日というような非常に少ない中でですね、経費

節減のために閉めたという経緯があります。では、日曜日に絶対使えないのか

と言えば、そうではなくして、団体なんか申し込んでくれれば、今後使えるよ

うにしたいと思います。

その方法としては 「今もう、日曜日はあかんのやて」という町民の方の認識、

であれば、来月の広報にでも、ご要望があれば開館をさせていただくというこ

とを載せさせていただきたいなと思います。

町内の子どもについては、使用料はとってないと思いますが、それはまた教

育長から答えてください。

そして、防災無線、先ほど１３０ほど買っているというのは間違いで、１３

０個買う分の予算を置いているということでありまして、今後、農電と連結で

きないかというのも含めて、検討していきいたいと思います。ただ、先ほど言

うたように、吉備はですね、農電とつないでも、この近辺へ来たら半分ぐらい

しか取ってないん違うかなということで、それも含めて、個別のものも含めて、

農電も含めて検討をさせていただきたいと思います。

○議長（亀井次男）

教育長、楠木君。

○教育長（楠木 茂）

堀江議員さんにお答えをします。

きび会館の直接の責任者、これは館長でございます。これを所管をしている

のは、教育委員会の社会教育ということになります。そしてまた、今、堀江議

員さんご質問の、子どもが借りに来たらどうなるのかということです。一般の

日曜日は、子どもが借りにくるということは、あんまりございません。ただ平

日、吉備中学校の体育館、非常に狭い場合があります。そのときに土曜日、あ

るいは平日、バレー部がきび会館へ来て練習をする、そのときはもう料金は取

りません。そのときは常に指導者がついていただいております。そういうふう
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な指導方法をしております。

以上です。

○議長（亀井次男）

３番、堀江さん。

○３番（堀江眞智子）

最後に質問させていただきます。

１３０台分の予算をとってくださっているということですが、もう９月も終

わりになってきまして、今年度ももう残り半年になりますので、どのように使

っていくのかとか、そういう計画と、そしてまた来年はどうするのかというね。

まあ、とってないところ、吉備でいうと、新しい家はもう農電もとってないと

ころが多くてという話ですが、農電の方もね、新規はもうしないというような

ことものってたように私も覚えているんですけども。やっぱり、大きな、外で

の放送するものを建てても聞こえない所が多いのであれば、その金額よりも個

別受信機をたくさん買って、毎年の計画でやっていく方がいいのではないかと

私は思います。その答えは、検討していただければよろしいかと思いますが、

今年度の予算を使いきれるように、例えばお知らせをして使いたい方を募集す

るとか、そういうふうなかたちはまだとらないのか、そこのところについて、

もう一度答弁をお願いしたい。

それと、きび会館につきましても、ぜひ使いやすいように。私、この質問す

るに当たって、その外のトイレのことについてはすごく……。まあ、やり直す

ということはつぶすということなんで。その悲しい出来事があったということ

で言いますと、すごく気を使いまして、その方にお話を聞いてきました。いつ

も図書館は利用してるけれど、やっぱりそこは見たくないという話もありまし

たので。そういうこともありましたので、中のトイレが使えないのであれば、

外を改装していただきたい、というふうな願いを込めて求めたわけでございま

す。検討をしていただきたいなと思います。

それから体育館のことに関しましては、例えば、学校以外の社会教育のクラ

ブなんかでしたら、日曜日でもその管理料というのはとらないんですか。それ

も最後に聞かせてください。

○議長（亀井次男）

町長、中山君。

○町長（中山正隆）

堀江さんの最後の質問に答えたいと思います。

防災無線を付けていても完全に窓を密封していたら、もう聞けないときもあ

ります。また、聞こえても留守だったら、もちろんその場にいてなかったら耳

に届かないということもあります。聞こえない地域については、申し込みをと



- -115

らせていただいて、聞こえる所につけて欲しいと言うたら、ある程度自己負担

してもらう方向でやっていかなあかんと思いますけれども、全く聞こえない所

については、申し込みをとっていく方向で進めていきたいと思います。

○議長（亀井次男）

社会教育課長、平内君。

○社会教育課長（平内竹信）

堀江議員さんの質問にお答えします。

今、きび会館の使用料でございますけれども、スポーツ関係ですけども、体

育教育関係、現在うちの関係する団体は７４団体ございます。それにつきまし

ては、使用料は取りません。

以上です。

○議長（亀井次男）

以上で、堀江眞智子さんの一般質問を終わります。

以上で、一般質問を終わります。

本日の日程は、全部終了しました。

本日は、これで散会します。

次回の本会議は、９月２６日、火曜日、午後１時３０分から再開いたします。

長時間、ありがとうございました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～

散会 １６時３７分
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